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序  章 緑の基本計画の概要 
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 序  章 緑の基本計画の概要 

 

 序-１ 緑の基本計画改定の背景と目的 

彦根市では、市域における緑の保全や失われた緑の回復育成、さらには新たな緑の創出に取り

組み、潤いのある都市環境の創出を目指すため、｢彦根市緑の基本計画｣を平成９年３月に策定し

ていますが、平成 18 年３月の改定後 10 年を迎え、人口減少時代への突入、地球環境問題への

意識の高まりなど社会情勢の変動により、人と緑の関わりも変化しつつあると想定されます。 

また、彦根市においては、2024 年には滋賀県立彦根総合運動場を主会場として、第 79 回国

民スポーツ大会が予定され、総合公園としての整備が進められる等、周辺環境や生活環境も変化

しつつあります。 

このことから、新しい視点による緑のまちづくりを目指すため、従前の緑の基本計画について

改定を行うものです。 

※『2023 年から「国民体育大会」は「国民スポーツ大会」に名称が変更されます。』 

 序-２ 緑の基本計画の概要 

１. 緑の基本計画とは 

緑の基本計画は、都市緑地法第４条にもとづき策定する緑地の保全及び緑化の推進に関する基

本計画で、緑豊かなまちづくりを市民・事業者・行政・専門家の協働により、計画的に推進する

ための指針となるものです。 

そのため、この計画は緑の目標や方針など、緑に関する事柄を幅広く明示するものとなります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■緑の基本計画の概念図 

緑の基本計画 

緑の目標 

・緑の将来像 

・緑地保全の目標 

・都市緑化の目標 

緑の方針 

・緑地保全の方針 

・都市緑化の方針 

・都市公園の整備方針 

緑の施策 

・緑地保全の施策 

・緑化推進の施策 

・緑化重点地区の設定 

市民・事業者・行政・専門家との協働による総合的かつ計画的な推進 
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２. 計画の期間 

都市計画マスタープランとの整合を図り、計画目標年次は平成 42 年（2030 年）とし、中間

年次を概ね 10 年後の平成 37 年（2025 年）とします。 

なお、社会情勢の変化や法律の改正などにより、必要に応じて見直しを行います。 

 

３. 計画の対象区域 

本計画は、市域全域 19,687ha を対象としますが、都市計画区域 9,828ha を主体に計画し

ます。なお、平成 28 年現在、市街化区域面積は 2,572ha、市街化調整区域面積は 7,256ha

となっています。 

■計画対象区域 

区   域 面   積 割合 

彦根市全域 19,687ha 100.0％ 

都市計画区域 

市街化区域 2,572ha 13.1％ 

市街化調整区域 7,256ha 36.9％ 

計 9,828ha 50.0％ 

都市計画区域外（琵琶湖の面積） 9,859ha 50.0％ 

     注：彦根長浜都市計画区域：25,320ha 

 

４. 計画の位置づけ 

 彦根市緑の基本計画の位置づけは以下のとおりです。 

■上位関連計画との関係図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

彦根市総合計画 

彦根市国土利用計画 

彦根市都市計画マスタープラン 

・彦根長浜都市計画 

  都市計画区域の整備、開発及び保全の方針

・彦根市環境基本計画 

・彦根市地域防災計画  

・彦根市歴史的風致維持向上計画 

など 

彦根市関連計画 

滋賀県策定の上位計画 

彦根市緑の基本計画 

即す 

適合 

即す 整合 

整合 
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都市公園 

都市公園 

以外 

民間施設緑地 

 

５. 緑の基本計画で対象とする緑地 

緑の基本計画で対象とする「緑地」は、大きく施設緑地と地域制緑地に区分され、さらに公共

施設緑地、民間施設緑地や法によるもの、その他に区分されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：新編緑の基本計画ハンドブック 

  

※施設緑地は、都市公園や公共・民間の施設として利用できる緑地です。 

地域制緑地等は、法律や協定、条例等により、一定の範囲（区域）を制度的に担保する緑地です。 

都市公園を除く公共空地、国民
公園、自転車歩行者専用道路、
歩行者専用道路、地方自治法設
置又は市町村条例設置の公園、
公共団体が設置している市民農
園、公開している教育施設（国
公立）、河川緑地、港湾緑地、農
業公園、児童遊園、公共団体が
設置している運動場やグラウン
ド、こどもの国、等 

市民緑地、公開空地、市民農園（上記以外）、一時開放

広場、公開している教育施設（私立）、市町村と協定等

を結び開放している企業グラウンド、寺社境内地、民間

の屋上緑化空間、民間の動植物園、等 

緑地保全地域（都市緑地法） 
特別緑地保全地区（都市緑地法） 
風致地区（都市計画法） 
生産緑地地区（生産緑地法） 
近郊緑地保全区域（首都圏近郊緑地保全法他） 
歴史的風土保全保存区域（古都保存法） 
歴史的風土特別保存地区（古都保存法） 
景観地区で緑地に係る事項を定めているもの（景観法） 
自然公園（自然公園法） 
自然環境保全地域（自然環境保全法） 
農業振興地域・農用地区域（農業振興地域整備法） 
河川区域（河川法） 
保安林区域（森林法） 
地域森林計画対象民有林（森林法） 
保存樹・保存樹林（樹木保存法） 
景観重要樹木（景観法） 
史跡・名勝・天然記念物等の文化財で緑地として扱えるもの 
（文化財保護法）、等 

条例・要綱・契約、協定等による緑地の保全地区や緑化の協定地区、
樹林地の保存契約、協定による工場植栽地、等 

施
設
緑
地 

公共公益施設に 

おける植栽地等

学校の植栽地、下水処理場等の

付属緑地、道路環境施設帯及び

植樹帯、その他の公共公益施設

における植栽地、等 

公共施設緑地 

都市公園以外
で公園緑地に
準じる機能を
持つ施設 

法によるもの 

協定によるもの 緑地協定（都市緑地法）、景観協定で緑地に係る事項を定めている

もの（景観法）

条例等によるもの 

 都市公園法で規定するもの 

地
域
制
緑
地 
等 

緑 

地 
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６. 都市における緑の役割・機能 

都市の緑は、自然の状態でそのまま保たれている原生的な自然とは異なり、人間が適正な保全・

維持・管理を行うことにより存在しうるものであり、多様な機能（都市環境維持・改善、防災、

景観形成、健康・レクリエーション等）を持っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：新編緑の基本計画ハンドブックをもとに作成 

  

都市環境維持・改善機能 
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■航空写真 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市街化区域

市域（琵琶湖を除く） 

凡 例 



 

 

 

 

 

 

第１章 上位・関連計画の整理 
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 第１章 上位・関連計画の整理 

 

 １－１ 上位計画 

 1．県の計画 

（１）彦根長浜都市計画 都市計画区域の整備・開発・保全の方針 

本計画では、①国宝彦根城など多くの歴史的環境に恵まれていることから、風致地区制度等に

より自然環境を適正に保全すること、②琵琶湖や河川、里山や後背の山林、農地等を結ぶ水と緑

のネットワークの形成を図ること、③多様な生き物が生息する豊かな水域と水域に面する水辺部

一体の水・緑景観を保全すること、④地震、火災等の非常災害時における安全を確保すること、

⑤金亀公園は、本都市計画区域の核となる公園であり、城址公園であることから、歴史的景観と

しての重要性を考慮した景観形成に努めること、⑥彦根城天守等の文化財、彦根城跡等の史跡、

玄宮楽々園等の名勝等の良好な緑の空間が存在しており、その保全・充実を図るとともに、歴史・

文化資源と水際空間を結ぶネットワークの形成を図ること、などを求めています。 

とりわけ、水と緑のネットワークの形成を求めています。 

■県の計画まとめ（詳細は資料編参照） 

項    目 緑に関する記述（抜粋） 

彦根長浜都市計画 

都市計画区域の整

備・開発・保全の方針 

〇国宝彦根城など多くの歴史的環境に恵まれていることから、市街地や集落

内の社寺境内林や学校等公共施設の緑も含め、風致地区制度等により自然

環境を適正に保全します。 

〇琵琶湖や河川、里山や後背の山林、農地等を結ぶ水と緑のネットワークの

形成を図ります。 

○公園・緑地の計画的な整備に努めます。 

○多様な生き物が生息する豊かな水域と水域に面する水辺部一体の水・緑景

観を保全していきます。 

○地震、火災等の非常災害時における安全を確保するため、避難地、消防拠

点、延焼防止のための公園・緑地を適正に配置します。 

○琵琶湖湖岸、松並木、山々の緑、芹川のケヤキ並木と桜並木、田園地帯、

丘陵地と一体になって琵琶湖に注ぐ河川の風景は、代表的なふるさと景観

となっており、これら風景の保全・育成を図ります。 

〇金亀公園は、本都市計画区域の核となる公園であり、城址公園であること

から、歴史的景観としての重要性を考慮した景観形成に努めます。 

〇彦根城天守等の文化財、彦根城跡等の史跡、玄宮楽々園等の名勝等の良好

な緑の空間が存在しており、その保全・充実を図るとともに、歴史・文化

資源と水際空間を結ぶネットワークの形成を図ります。 

〇彦根市の中心市街地、各町の商店街周辺、観光資源が集積する区域など、

市内外から多くの人々が集まる区域については、それら観光資源等と一体

的、総合的に施設・景観整備に努めます。 
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２．市の計画 

 （１）彦根市総合計画 

総合計画では、①伝統的建造物群保存地区や地区計画等の景観形成手法による歴史を生かした

地域固有の良好なまちなみの形成、②都市公園の整備や既存公園等の適切な管理運営に取り組み

市民が安全で安心して暮らす緑豊かなまちをつくる、③公共施設や一般住宅、工場等の緑化を推

進、④維持管理を市民と協働で取り組む、などとしています。 

（２）第三次彦根市国土利用計画 

国土利用計画は、平成 32 年を目標年次とし、①安全で安心できる市土利用、②循環と共生を

重視した市土利用、③美しくゆとりのある市土利用等の観点から、市土の質的向上をめざします。 

北部地域については、まちなみ周辺の回遊性も考えながら、魅力的でにぎわいのあるまちづく

りを進めるとともに、歴史的景観の育成・保全に努め、農山村部における農用地および森林の保

全・整備に取り組むとしています。 

中部地域については、安全で良好な環境の市街地形成を図るとともに、企業の新規立地や既存

企業の高度化による産業の集積を図り、都市的な魅力のあるまちづくりに資するため、商業・業

務機能の集積をさらに促進するとしています。 

南部地域については、農業の振興を図るとともに、様々な観光・レクリエーションの場として

の活用を図ります。特に自然公園区域である荒神山や曽根沼等の内湖については、観光・レクリ

エーションや環境学習の場等として活用を図ります。JR 河瀬駅、稲枝駅周辺では、安全で良好

な環境の市街地形成に努めます。また、滋賀県立大学およびその周辺地域は、学術研究拠点機能

を活用した、「産・学・民・官」の連携による研究開発や、農商工連携による新たな産業振興の場

となるような整備に努めるとしています。 

（３）都市計画マスタープラン 

都市計画マスタープランでは、①琵琶湖国定公園の保護と適切な活用、②滋賀県立彦根総合運

動場の金亀公園を含めた一体的な公園としての再整備、③公園施設の適切な維持管理や利用者の

二－ズに合った施設の改築更新を図るなどとしています。 

また、④９ヵ所都市計画決定された湖岸や河川沿岸を緑地は県や地域住民との連携を図りなが

ら緑地としての維持保全に努める、⑤風致地区（10 ヵ所）の特性に応じた保全及び彦根城周辺に

集積する歴史・文化施設の観光資源としての機能の維持向上、⑥社寺など鎮守の森をはじめとし

た緑地空間の保全を図るなどとしています。 
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■市の計画まとめ（詳細は資料編参照） 

項    目 緑に関する記述（抜粋） 

総合計画 

○伝統的建造物群保存地区や地区計画等の景観形成手法により、歴史を生かした
まとまりと緩やかな調和をもった地域固有の良好なまちなみ形成をめざします。

○公園の多面的な利用を考慮して都市公園の整備や既存公園等の適切な管理運営
に取り組み、市民が安全で安心して暮らす、緑豊かなまちをめざします。 

〇公共施設の積極的な緑化や一般住宅や工場等の事業所についても緑化を推進し、
維持管理を市民と協働で取り組み良好な都市環境の形成をめざします。 

〇市民１人当たりの都市公園面積 
  現況 12.91 ㎡/人 → 目標 13.00 ㎡/人 
〇市民による公園の管理箇所数 
  現況 251 箇所 → 目標 300 箇所 

国土利用計画 

〇国土利用計画では、平成 32 年を目標年次とし、①安全で安心できる市土利用、
②循環と共生を重視した市土利用、③美しくゆとりのある市土利用等の観点か
ら、市土の質的向上をめざします。 

〇北部地域については、まちなみ周辺の回遊性も考えながら、魅力的でにぎわいの
あるまちづくりを進めるとともに、歴史的景観の育成・保全に努め、農山村部に
おける農用地および森林の保全・整備に取り組むとしています。 

〇中部地域については、安全で良好な環境の市街地形成を図るとともに、企業の新
規立地や既存企業の高度化による産業の集積を図り、都市的な魅力のあるまち
づくりに資するため、商業・業務機能の集積をさらに促進するとしています。 

〇南部地域については、農業の振興を図るとともに、様々な観光・レクリエーショ
ンの場としての活用を図ります。特に自然公園区域である荒神山や曽根沼等の
内湖については、観光・レクリエーションや環境学習の場等として活用を図りま
す。JR 河瀬駅、稲枝駅周辺では、安全で良好な環境の市街地形成に努めます。
また、滋賀県立大学およびその周辺地域は、学術研究拠点機能を活用した、「産・
学・民・官」の連携による研究開発や、農商工連携による新たな産業振興の場と
なるような整備に努めるとしています。 

彦根市 

都市計画マス

タープラン 

○琵琶湖国定公園は、彦根城・荒神山地区などが指定されており、優れた自然の風
景地として、その保護と適切な活用に努めます。 

〇滋賀県立彦根総合運動場は、金亀公園を含めた一体的な公園として大会終了後
も有効利用されるよう彦根城との歴史的・文化的な調和を図りながら、再整備を
実施します。 

〇総合公園、地区公園、近隣公園、街区公園の適切な維持管理に努めるとともに、
利用者二－ズに合った施設の改築更新を進めます。 

〇新たな公園整備は、整備意図や整備効果を明確にし、計画段階からの地域住民参
画により利用者二－ズに合った施設整備を検討します。 

○湖岸や河川沿岸を緑地として９ヵ所都市計画決定されています。県や地域住民
との連携を図りながら、緑地としての維持保全に努めます。 

○自然環境に富んだ良好な自然的景観を維持するために、１０ヵ所が風致地区に
指定されています。各地区の特性に応じた保全に努めます。 

○彦根城周辺に集積する歴史・文化施設については、緑豊かな観光資源としての機
能の維持向上に努め、社寺などの鎮守の森の緑地空間としての保全に努めます。
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 １－2 関連計画 

１．市の計画 

（1）景観計画等 

景観計画では、景観重要建造物の指定方針として、市民に親しまれ、地域のシンボル的な存在

であり周辺の景観を先導しまたは継承し特徴づけている建造物などの指定を図るとしています。 

また、景観重要樹木の指定方針として、市民に親しまれ周辺景観を先導しまたは継承し特徴づ

けている樹木などの指定を図るとしています。 

（2）彦根市歴史的風致維持向上計画 

彦根市歴史的風致維持向上計画では、歴史文化資産の保存と活用（指定文化財の保存整備、特

別史跡彦根城跡の保存整備、名勝玄宮楽々園の保存整備、歴史的伝統的建造物の調査と保存を求

めています。 

（3）第２期環境基本計画および地域行動計画 

第２期環境基本計画および行動計画では、良好な環境の保全と創出、さらには地球環境保全に

向けた長期的な目標と施策の方向性を示し、彦根市環境基本条例の基本理念の具現化と、諸施策

の環境面における調整を図るとしています。 

（4）彦根市まち・ひと・しごと創生総合戦略 

魅力ある安定した雇用が生まれるまちづくり、観光・文化・スポーツ振興による地域活性化策

の強化を求めています。 

 

■関連計画まとめ（詳細は資料編参照） 

項    目 緑に関する記述（抜粋） 

彦根市 

    景観計画 

【景観重要建造物の指定方針】 
○市民に親しまれ、地域のシンボル的な存在であり、周辺の景観を先導しまたは継

承し特徴づけている建造物 
○地域の自然、歴史、文化、生活などから見て、これらの特性が形として現れた地

域固有の建造物 
○伝統的様式や技法で構成され、彦根の歴史的・文化的に価値が高い建造物 
【景観重要樹木の指定方針】 
○市民に親しまれ周辺景観を先導しまたは継承し特徴づけている樹木 
○地域の自然、歴史文化などから見て、歴史的・文化的に価値が高い樹木 
○地域景観の形成に取り組む上で重要な位置にあるもの 

彦根市歴史的
風致維持向上
計画 

〇歴史文化資産の保存と活用 
（指定文化財の保存整備、特別史跡彦根城跡の保存整備、名勝玄宮楽々園の保存整

備、歴史的伝統的建造物の調査と保存） 

第２期環境基
本計画および
地域行動計画 

〇本市の良好な環境の保全と創出、さらには地球環境保全に向けた長期的な目標
と施策の方向性を示し、施策・事業の総合的、計画的な推進により｢彦根市環境
基本条例｣の基本理念の具現化と、諸施策の環境面における調整を図ります。 

彦根市まち・
ひと・しごと
創生総合戦略 

〇魅力ある安定した雇用が生まれるまちづくりを推進します。 
〇観光・文化・スポーツ振興による地域活性化策の強化を図ります。 

 



 

 

 

 

 

 

第２章 現況調査 
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 ５．良好な自然特性 

市の東側に横たわる山地の樹林の他、市域に残る丘陵地や、ため池や琵琶湖の内湖として残る

曽根沼や湿地帯は、地域の特徴ある景観や自然を形成する緑として、現在まで保全されてきまし

た。また、城下町として繁栄してきた彦根市内には、数多くの神社や寺院が今も残っており、神

社や寺院に残る社叢や大木は、地域の緑の拠点やシンボルとして、市民に長く親しまれています。 

これらの自然は、動植物や鳥などの生息の場・移動経路としても大変重要な役割を果たしてい

ます。 

 

（１）彦根市の植物 

彦根市内には、琵琶湖湖岸林や河辺林、低層湿原や照葉樹林など多様な自然環境が存在してお

り、これらの環境が彦根市の特徴的な植生を形成しています。また、神社・寺院の社叢林や樹齢

の古い大きな樹木など、地域の緑の拠点やシンボルとして長く親しまれている樹林や樹木が多数

分布しており、地域の歴史性や風土性を象徴しています。 

■彦根市の特徴ある自然植生・河辺林・保存樹

 

 

 

 

 

 

 

a 新海浜のクロマツ林 g 河瀬神社のタブ林 ｍ 新神社のタブ林 s 武奈町・明幸のブナ林 

b 愛知川の河辺林 h ヤナギ林 ｎ 鞍掛山の落葉広葉樹林 t 比婆神社のケヤキ林 

c 荒神山のタブ林 i 
犬上川河口の低層原植生 

･低湿地林 o 彦根城の照葉樹林 u 男鬼町のケヤキ林 

d 曽根沼の低層湿原植生 j 犬上川の河辺林 p 高宮神社のケヤキ林   

e 唐崎神社のシイ林 k 芹川の河辺林 q 新神大洞弁財天のシイ林   

f 野田沼の低層湿原植生 l 雨壺山の落葉広葉樹林 r 仏生寺町上部のケヤキ林   

資料：彦根市 HP
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６．教育・文化 

本市の教育施設としては、小学校 17 校、中学校 8 校、高等学校 6 校、大学 3 校、特別支援

学校が２校立地しています。平成１８年時点からは高等学校が２校増え、滋賀県立大学短期大学

が滋賀県立大学に改組されて廃校となった他、平成 28 年に彦根翔陽・彦根西が彦根翔西館に合

併することになりました。その他は増減ありません。 

              ■教育施設 

種   別 番号 名    称 学級数 児童・生徒数・学生（人） 

小学校 

1 城東小学校 15 300 

2 城西小学校 16 416 

3 城南小学校 30 792 

4 城北小学校 13 294 

5 佐和山小学校 22 584 

6 旭森小学校 32 803 

7 金城小学校 25 647 

8 鳥居本小学校 9 117 

9 河瀬小学校 21 508 

10 高宮小学校 21 502 

11 亀山小学校 8 136 

12 城陽小学校 15 261 

13 稲枝東小学校 15 380 

14 稲枝西小学校 9 106 

15 稲枝北小学校 9 96 

16 平田小学校 11 232 

17 若葉小学校 10 209 

計 281 6,383 

中学校 

1 県立 河瀬中学校 6 240 

2 市立 東中学校 25 753 

3 市立 西中学校 13 325 

4 市立 南中学校 29 788 

5 市立 鳥居本中学校 6 73 
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■都市公園・都市計画公園等一覧(1) 

種別 番号 公 園 名 
計画決定 

面積（ha）

市街化区域

面積（ha）

市街化調整区域 

面積（ha） 

都市計画区域

面積（ha）

 

街区公園 

1 外馬場公園 0.63 0.28 － 0.28 

2 大東公園 0.17 0.17 － 0.17 

3 大藪児童公園 0.36 0.36 － 0.36 

4 彦根グリーンハイツ公園Ａ － 0.17 － 0.17 

5 湖上平公園Ａ － 0.16 － 0.16 

6 湖上平公園Ｄ － 0.18 － 0.18 

7 正法寺片山公園 － 0.12 － 0.12 

8 彦根ニュータウン第２公園Ｂ － 0.15 － 0.15 

9 彦根ニュータウン第１公園Ａ － 0.20 － 0.20 

10 彦根ニュータウン第１公園Ｂ － 0.20 － 0.20 

11 金城団地公園Ａ － 0.15 － 0.15 

12 近江平公園 － 0.14 － 0.14 

13 西今松田公園 － 0.20 － 0.20 

14 戸賀公園 － 0.14 － 0.14 

15 西今伊庭公園 － 0.19 － 0.19 

16 蔵の町公園Ａ － － 0.18 0.18 

17 あすなろ公園 － － 0.11 0.11 

18 亀山ニュータウン公園Ａ － 0.16 － 0.16 

19 亀山ニュータウン公園Ｂ － 0.15 － 0.15 

20 新海浜公園 － 0.61 － 0.61 

21 多景公園 － 1.83 － 1.83 

22 春日児童公園 － － 0.31 0.31 

23 金沢公園 － － 0.20 0.20 

24 メイプルタウン公園 － － 0.18 0.18 

25 竹ヶ鼻公園 － 0.15 － 0.15 

26 レインボータウン太陽公園 － － 0.14 0.14 

27 杉ノ木公園 － 0.13 － 0.13 

28 日夏ドリームタウン公園Ｂ － － 0.12 0.12 

29 稲枝地区ふれあい広場 － － 1.24 1.24 

30 旭森地区ふれあい広場 － 0.59 － 0.59 

31 七曲広場 － 0.13 － 0.13 

32 エクセレントヒルズ彦根第１公園 － 0.18 － 0.18 

33 村木池緑地公園 － － 0.22 0.22 

34 レインボータウン松原公園 － 0.22 － 0.22 

35 けやきの杜公園 － 0.17 － 0.17 

36 オークタウン公園 － 0.073 － 0.073 

37 上雨明公園 － 0.059 － 0.059 

38 上太子堂公園 － 0.05 － 0.05 

39 金城団地公園Ｂ － 0.069 － 0.069 

40 グリーンシティー河瀬公園 － 0.063 － 0.063 

41 湖上平公園 E － 0.097 － 0.097 

42 コモンライフ正法寺公園 － 0.07 － 0.07 

43 桜ヤニュータウン公園 － 0.053 － 0.053 

44 サンタウン日夏第１公園 － 0.09 － 0.09 

45 地蔵町中央公園 － 0.096 － 0.096 

46 地蔵ニュータウン公園 － 0.054 － 0.054 

47 正法寺池ノ内公園 － 0.051 － 0.051 

48 正法寺杉ヶ谷公園 － 0.066 － 0.066 

49 第２弁天前公園 － 0.098 － 0.098 
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■道路緑化状況一覧（2/2） 

資料：街路樹路線一覧表（平成 20 年度） 

 

番号 路線名 延長(ｍ) 樹木名 備考 

41 稲枝支所線 120 ハナミズキ・ケヤキ・ツツジ外 両側 

42 
長曽根町 6 号線外   

(本線歩道部・遊歩道) 
- ハナミズキ・ヒメシャラ・サルスベリ外 片側 

43 メイプルタウン 1 号線 380 トウカエデ・ハナミズキ・イブキ外 片側 

44 南彦根駅環状線 150 シラカシ・ケヤキ・トウカエデ外 片側 

45 

西今開出今団地 1 号線 - - 片側 

西今開出今団地 2 号線 - - 片側 

西今開出今団地 3 号線 - - 片側 

46 日夏東団地 1 号線 140 タイワンフウ 片側 

47 日夏西団地 5 号線 250 ケヤキ・ツツジ 両側 

48 亀山北団地 2 号線 100 アラカシ・ハナミズキ外 片側 

49 亀山北団地 4 号線 100 アラカシ・ハナミズキ外 片側 

50 古沢町石ヶ崎線 - サクラ・シダレザクラ - 

51 岡町山之脇線 70 ソメイヨシノ 片側 

52 福満団地１号線 400 イチョウ・マテバシイ 両側 

53 八坂開出今線 - ヒラドツツジ - 

54 賀田山日夏線 490 プラタナス 片側 

55 松原橋周辺 50 ソメイヨシノ・サザンカ 片側 

56 
御蔵橋周辺 

(ポケットパーク) 
- ソメイヨシノ・カイズカイブキ外 - 

57 松原ポケットパーク - クロマツ - 

58 河瀬駅西口広場線 - - - 

59 高宮西河原団地１号線 370 - 片側 

60 松原町弁天前 1 号線 190 - 片側 

61 松原町弁天前 3 号線 80 - 片側 

62 中山道線（鳥居本） 170 - 片側 

63 小泉町南平天王寺線 100 - 片側 

64 
広野町 18 号線 

(春日大橋南詰) 
50 - 片側 

65 東川原団地１号線 50 - 片側 

66 新海浜団地７号線他 5 路線 1,340 - 遊歩道 

67 田原本庄線(河川沿線) 150 - 片側 

68 鳥居本樋ノ口団地１号線 30 - 両側 

緑化延長 23,810 - - 
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道路緑化現況図 
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 第３章 緑に関する市民意識調査 

 

 ３-１ アンケート調査方法等 

彦根市では、「彦根市都市計画マスタープラン」の改訂及び「彦根市都市交通マスタープラン」

の策定に取り組んでおり、これらの計画策定の資料にするため、平成 27 年 2 月に市民アンケー

トを実施しました。 

 1．調査方法 

＜一般市民＞ 

 （１）調査対象   市内に住んでいる１８歳以上の男女合わせて２,0００人を住民基本台帳 

                   から無作為抽出 

 （２）調査方法   郵送による配布・回収 

 （３）調査期間   平成２7 年 2 月～3 月上旬 

２．回収率 

区    分 配布数 有効回答数 回収率 

＜一般市民＞ 2,000 件 988 件 49.４％ 
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 ３-２ アンケート調査結果 
 

（１）居住している地域の評価 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 自然の豊かさや環境保全の状況 

② まちなみや景観の整備状況 

③ 治安のよさや防犯対策の状況 

④ 自然災害等に対する防災体制 

⑤ お住まいの地域の住宅の状況（敷地や住居の広さ、快適さ） 

⑥ 雇用機会や働く場 

⑦ 地域経済の状況（商工業、農業、観光業などの地域の産業の状況 

⑧ 日常生活に必要な買い物の利便性 

⑨ 休日などに、ショッピングを楽しめるような多様な商店等の集積 

⑩ 病院や診療所などの施設や医療サービスの状況 

⑪ 公園や水辺・親水空間（水とふれあえる場）の整備状況 

⑫ 文化や教養活動・レジャーのための施設やサービスの状況 

⑬ 公共交通（鉄道、バス等）の利便性 

⑭ 周辺の市町につながる道路の整備・改善 

⑮ 市内の地域間を結ぶ道路の整備・改善 

⑯ 身近な生活道路の整備・改善 

⑰ 人が安全に通行できる歩道の整備・改善 

⑱ ドライバーや歩行者のための交通安全施設（照明、カーブミラーなど）の設置状況 

⑲ 自転車通行スペースの整備・改善 

⑳ 街路樹や歩道の舗装などに配慮した景観の美しい道路の整備 

㉑ 民間や公共が設置している駐車場の整備状況 

㉒ 民間や公共が設置している駐輪場の整備状況 

㉓ 交通渋滞や交通安全を高めるための交通情報提供 

㉔ 市内の観光資源などを案内する案内標識 

㉕ 子供の遊び場や保育所など子育てのための施設やサービスの状況 

㉖ 高齢者等にとって暮らしやすいような地域のバリアフリー（障害や障壁を取除いた施設や工夫）の状況 

㉗ 介護・福祉のための施設やサービスの状況 

㉘ 地域の人々のつながりや地域のコミュニティの状況（少子高齢化や核家族化の進展などに伴う変化） 

㉙ まちの魅力やにぎわいに富んだ地域社会の状況 

㉚ 地域の歴史文化の保護・活用の状況 
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〇地域の評価で、緑の基本計画に係る項目

は、「①自然の豊かさや環境保全の状況」

は、満足度が高くなっています。「⑪公

園や水辺・親水空間（水とふれあえる場）

の整備状況」、「⑳街路樹や歩道の舗装な

どに配慮した景観の美しい道路の整備」

は、満足度が平均となっています。「㉚

地域の歴史文化の保護・活用の状況」は

満足度が高くなっています。 

〇これらより⑪、⑳の満足度の向上が必要

といえます。 
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（２）彦根市の将来 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 注：破線は平均値 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 地域で助け合い歩いていける距離で生活できるコンパクトなまちづくり 

② 子どもから高齢者までだれもが利用しやすい公共交通網を充実するまちづくり 

③ 情報を共有し、市民主導のまちづくり 

④ 人や生活環境に配慮した道路を整備するまちづくり 

⑤ 防災・減災に配慮した安全・安心なまちづくり 

⑥ 働く場や生活する場が身近にあるまちづくり 

⑦ 活力と魅力ある市街地に再生するまちづくり（例：多くの人で賑わう） 

⑧ 自然・歴史・文化・地場産業などの資源を活用した観光産業を育てるまちづくり 

⑨ 大学との共同によって、地域の産業を活性化するまちづくり 

⑩ 歴史・文化を刻み、市民が誇れる「彦根城と城下町」の世界遺産登録を目指すまちづくり 

⑪ 良好な景観を守り育てるまちづくり 

⑫ 持続可能で環境に配慮した美しいまちづくり 

⑬ 緑豊かな環境のなかで、暮らしやすいまちづくり 

⑭ 都市生活に必要な公共施設や医療、福祉施設が利用しやすい場所にあるまちづくり 

⑮ 郊外での住宅地開発の抑制 
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〇彦根市の将来イメージの重要度・満足度における緑の基本計画に係る項目としては、「⑧自然・歴

史・文化・地場産業などの資源を活用した観光産業を育てるまちづくり」、「⑩歴史・文化を刻み、

市民が誇れる「彦根城と城下町」の世界遺産登録を目指すまちづくり」、「⑪良好な景観を守り育

てるまちづくり」、「⑬緑豊かな環境のなかで、暮らしやすいまちづくり」は、重要度、満足度と

もに高くなっています。これらより⑧、⑩、⑪、⑬の満足度の向上が必要といえます。 
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（３）地域において今後取り組んでほしい事 

 

 

【住宅地】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 【工業地】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇住宅地は、「身近な道路・公園・下水道などの整備・改善」や「まちなみの美しい住宅地の形成」

が望まれています。 

〇工業地は、「地域産業の振興・創出」とあわせ、「緑化の推進」が望まれています。 
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【農地】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【森林】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇農地は、「耕作放棄地の解消」とあわせ「農地はできるだけ保全」が望まれています。 

〇森林は、「森林はできるだけ保全」が望まれています。 
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【公園・緑地】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【観光・レクリエーション】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇公園・緑地で今後取り組んでほしい事は、「住まいの近くの公園や子供の遊び場の整備」、「現在

の公園施設の維持・保全」、「広域からも利用できる大規模な公園の整備」、「ため池や川や公園や

森林などを結ぶ整備（水と緑のネットワーク整備）」、「親水公園の（水とふれあえる場）の整備」

の順となっています。 

〇観光・レクリエーションでは、「琵琶湖などの自然環境（山、ため池、川など）を活かした観光・

レクリエーション」、「歴史・文化を活かした観光・レクリエーション」などが望まれています。
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【景観】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【防災】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇景観で今後取り組んでほしい事は、「歴史的な建物やまちなみを活用した景観づくり」、「市街地

の電線が地中化された美しい景観づくり」、「田園風景や周辺の山なみと調和が図られた景観づ

くり」などの順となっています。 

〇防災では、「避難場所の整備・充実」、「地震や風水害による災害が予測される地域など防災情報

の充実」、「密集市街地での防災対策の充実（空き地を活用した防災公園の整備など）」、「避難路

の整備・充実」などが望まれています。 
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（５）市民アンケートのまとめ 

 

 

 

 

 

〇「公園や水辺・親水空間（水とふれあえる場）の整備状況」、「街路樹や歩道の舗装などに配慮

した景観の美しい道路の整備」は満足度の向上が必要です。 

〇「自然・歴史・文化・地場産業などの資源を活用した観光産業を育てるまちづくり」、「歴史・

文化を刻み、市民が誇れる「彦根城と城下町」の世界遺産登録を目指すまちづくり」、「良好な

景観を守り育てるまちづくり」、「緑豊かな環境のなかで、暮らしやすいまちづくり」の満足度

の向上が必要です。 

〇住宅地は、「身近な道路・公園・下水道などの整備・改善」や「まちなみの美しい住宅地の形成」

が望まれています。 

〇工業地は、「地域産業の振興・創出」とあわせ、「緑化の推進」が望まれています。 

〇農地は、「耕作放棄地の解消」とあわせ「農地はできるだけ保全」が望まれています。 

〇森林は、「森林はできるだけ保全」が望まれています。 

〇公園・緑地で今後取り組んでほしい事は、「住まいの近くの公園や子供の遊び場の整備」、「現在

の公園施設の維持・保全」、「広域からも利用できる大規模な公園の整備」、「ため池や川や公園

や森林などを結ぶ整備（水と緑のネットワーク整備）」、「親水公園（水とふれあえる場）の整

備」の順となっています。 

〇観光・レクリエーションでは、「琵琶湖などの自然環境（山、ため池、川など）を活かした観光・

レクリエーション」「歴史・文化を活かした観光・レクリエーション」などが望まれています。

〇景観で今後取り組んでほしい事は、「歴史的な建物やまちなみを活用した景観づくり」、「市街地

の電線が地中化された美しい景観づくり」、「田園風景や周辺の山なみと調和が図られた景観づ

くり」などの順となっています。 

〇防災では、「避難場所の整備・充実」、「地震や風水害による災害が予測される地域など防災情報

の充実」、「密集市街地での防災対策の充実（空き地を活用した防災公園の整備など）」、「避難路

の整備・充実」などが望まれています。 
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 第４章 前計画の検証 

 

 ４－１ 前計画の概要 

前回の緑の基本計画は、平成 37 年を目標年次、平成 27 年を中間年次とし「グリーンネッ

トワークシティ彦根の創造」をテーマとして、これらを実現していく上での基本を以下及び「彦

根市の緑の将来像図」のように設定しています。 

１．ふるさとの原風景となる農と山の緑を守る。 

２．湖岸と川辺の緑を守り育てる。 

３．残された歴史と文化の香り高いお城の緑、社寺林を守る。 

４．花と水と緑で、いきいきとしたまちによみがえらせる。 

５．街にインフラとしての緑を創る。 

６．公共公益施設、企業などのオープンスペースの緑化を促進し、ふるさとの緑として創り育てる。 

７．多様な緑を緑のベルトでつなぎネットワーク化を図る。 

８．緑のグラウンドワークを展開し、みんなで緑を育てる。 

 

■緑の将来像図 

 

 

 



 

 

 

４ － 2 

 

 ４－２ 緑の目標量の検証 

（１）都市公園の目標設置箇所数と面積 

現状供用数値（平成 29 年度）と前計画の目標数値（平成 37 年度）とを比較します。 

箇所数については、都市公園は現在 90 箇所あり、前計画の目標設置箇所数は 84 箇所でした

ので、目標は達成しています。面積については、目標 548.25ha に対しての現状は 144.64ha

であり、達成率 26.4％と低い状況です。これは、河川緑地 360.50ha が未供用のためですが、

河川緑地は豊かな自然が残されているため、すでに一定のみどりの機能が確保されている区域と

いえます。 

■緑の目標量の比較（前計画と現状の比較 その１） 

種       別 

前計画の目標 

（平成 37 年度） 

現状 

（平成 29 年度） 
達成率 

箇所 面積（ha） 箇所 面積（ha） 箇所 面積 

施

設

緑

地 

都

市

公

園 

基

幹

公

園 

住区基幹公園 

街区公園 54 14.9 80 13.41 148.1% 90.0%

近隣公園 16 22.2 4 4.64 25.0% 20.9%

地区公園 1 4.2 1 4.2 100% 100%

都市基幹公園 総合公園 3 73.5 3 64.48 100% 87.7%

基幹公園計 74 114.8 88 86.73 118.9% 75.5%

特殊公園  1 4.0 0 0 0% 0％

都市緑地 
湖岸緑地 5 68.95 5 58.48 100% 84.8%

河川緑地 4 360.5 0 0 0% 0％

都市公園 計 84 548.25 93 145.21 110.7% 26.5%

公共施設緑地 

公園・児童遊園 201 6.98 263 6.91 130.8% 99.0%

県立総合運動場等 －      42.32 1 14.00 
－ 142.5%

学校など － － 55 46.29 

都市公園等 計 285 597.55 412 212.41 144.6% 35.5%

民間施設緑地 

児童遊園（民間） － － 98 10.02 
— 100.2％

社寺境内地 － 25.06 101 15.10 

工場・ゴルフ場等 － － 46 116.50 － － 

施設緑地 合計 － 622.61 640 354.03 － 56.9%

地

域

制

緑

地 

風致地区 － 1,357.50 － 1,357.50 － 100%

生産緑地 － 184.00. － 0 － 0%

その他法によるもの － 9,736.84 － 6,282.9 － 64.5%

法によるもの計 － 11,278.34 － 7,640.4 － 67.7%

条例によるもの － 489.18 － 0 － 0%

小   計 － 11,767.52 － 7,640.4 － 64.9%

地域緑地間の重複 － 5,069.89 － 1,181.0 － 23.3％

地域制緑地計 － 6,697.63 － 6,459.4 － 96.4%

施設緑地と地域制緑地の重複 － － － 229.0 － －

緑地総計 － 7,320.24 － 6,584.43 － 89.9%

注：      は達成率 100％以上 
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（２）１人当たりの目標公園面積 

前計画の１人当たりの緑地目標は 44.21 ㎡/人（現状 12.82 ㎡/人）で達成率 29.0％、都市

公園等の目標水準は 48.20 ㎡/人（現状 18.75 ㎡/人）で達成率は 38.9％と低い状況です。 

（３）地域制緑地 

・地域制緑地では、生産緑地の指定はされていません。また、条例によるものもなく、その他法

によるものなどの面積が減少しています。 

（４）人口 

・平成 37 年の人口想定 124,000 人は、平成 27 年の国勢調査で 113,679 人となっており、

今後減少が予想されています。 

 

■緑の目標量の比較（前計画と現状の比較 その２） 

種    別 
前計画の目標 

（平成 37 年度）

現状 

（平成 27 年） 

達成率

（％） 

人口 ① 都市計画区域人口（人） 124,000 人 113,679 人 91.7%

面積 
   市街化区域面積（ha） 2,570.8ha 2,572.0ha 100.0%

② 都市計画区域面積（ha） 9,815.0 ha 9,828.0ha 100.0%

緑地の 

確保目標水準 

③ 緑地総計面積（ha）（前頁参照） 

③÷② 都市計画区域面積に対する割合（％）

7,320.24 ha

74.6%

6,583.57ha 

67.0% 

89.9%

89.8%

都市公園等

の目標水準 

（㎡/人） 

④ 都市公園面積（ha）（前頁参照） 

④÷① 都市公園（㎡/人） 

548.25ha

44.21 ㎡/人

144.64ha 

12.72 ㎡/人 

26.4%

29.0%

都市公園等面積⑤（前頁参照） 

⑤÷① 都市公園等（㎡/人） 

597.55ha

48.20 ㎡/人

211.55ha 

18.60 ㎡/人 

35.4%

38.6%

注：      は達成率 100％以上 

※現状の人口は、平成 27 年の国勢調査の値を使用 
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 ４－３ 緑化重点地区の状況 

前計画に位置づけられた緑化重点地区（鳥居本）の達成状況は以下のとおりです。 

■緑化重点地区（鳥居本） 

地区名 鳥居本地区 

面積 67ha 

用途地域 ・第二種中高層住居専用地域、第一種住居地域、近隣商業地域、市街化調整区域 

関連計画 ・（仮称）鳥居本公園整備 

主な緑化資源 

・鳥居本公園（近隣公園）、矢倉川、名神高速道路、近江中山道、 

  県立鳥居本養護学校、市立鳥居本中学校、市立鳥居本小学校、鳥居本保育園、 

  彦根市鳥居本出張所、鳥居本公民館 

重点緑化の必

要性 

・集中する教育・福祉施設の有効活用 

・近江中山道を中心とする歴史資源の保全と活用 

・良好な農地の保全 

・運動広場機能を有する近隣公園の整備 

緑化テーマ 「生活の息吹と歴史の香る緑豊かなまちづくり」 

具体的な施策 

      ・事業 

施策・事業の概要 現在の状況 達成状況 

・鳥居本公園整備事業［彦根市］ ・完了している。 〇 

・学校敷地内の緑化事業［彦根市］ ・完了している。 〇 

・フラワーロード・街角花壇整備 

                  ［NPO、自治会等］
・一部にとどまっている。 △ 

・生垣など民地緑化助成制度、花の苗・種

配布制度［彦根市］ 
・一部にとどまっている。 △ 

・矢倉川河川環境整備事業［滋賀県］ ・未完了 × 

・道路緑化事業［滋賀県・彦根市］ ・一部にとどまっている。 △ 

・名神高速道路法面緑化 

              ［中日本高速道路（株）］
・完了している。 〇 
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■緑化重点地区（鳥居本）の緑化施策・事業の達成状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

凡   例 

 完了 

 一部完了 

 未完了 ■森次公園が整備され

ています。 

■沿道が緑化されています。 

■両側が緑化されています。 

■鳥居本公園は整備されて

います。 

■右岸側が整備されています。 

■生産緑地は保全されています。

■河川敷緑道は未整備です。

■国道８号沿いの緑化

は進んでいません。 

■沿道の一部が緑化されています。 
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 第５章 解析・評価と課題の整理 

本市の緑について、以下に示すように、都市環境維持・改善機能、健康・レクリエーション機

能、防災機能、景観形成機能といった４つの緑の機能の視点から、緑の現状を整理し評価します。 

【分析・評価の視点】 

 （1）都市環境維持・改善機能 

項目 構成する要素 

① 都市の骨格 ・山地、河川といった都市の骨格を構成する地形、水系 

② 優れた自然 ・良好な水辺やまとまりのある緑地などの優れた自然 

③ 動植物の生息・生育地 ・都市における生物多様性の確保のために、動植物の生息・生

育環境として必要な緑 

④ 都市の環境の維持改善 
・都市環境の改善、都市気象の緩和のために必要な緑 

  （市民に身近な公園・緑地や農地などの自然） 

 （２）健康・レクリエーション機能 

項目 構成する要素 

① 自然とふれあう場 ・自然観察や野菜づくりなど、自然とのふれあいができる緑 

② 日常圏におけるレクリェー 

シヨンや交流の場 
・日常的なレクリエーションや健康づくり、交流の場としての緑

③ 広域圏におけるレクリェー 

シヨンや交流の場 
・広域的なレクリエーションや健康づくり、交流拠点となる緑

 （３）防災機能 

項目 構成する要素 

① 自然災害の危険防止 ・浸水やがけ崩れ等、自然災害を抑制する緑 

② 火災・公害の防止 ・火災延焼防止や公害緩和などに効果のある緑 

③ 避難場所 
・災害を防ぐ機能をもつ緑 

・災害発生時の避難場所となる緑 

④ 災害に強い都市構造の形成 ・延焼遮断等に資する緑 

 （４）景観形成機能 

項目 構成する要素 

① 優れた歴史的風土 ・歴史的価値の高い史跡・名勝・社寺等と結びついた緑 

② 良好な緑の景観 ・良好な景観を形成または構成している緑 

③ 良好な眺望地点 ・良好な眺望地点となっている緑 

資料：新編緑の基本計画ハンドブックより整理 
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 ５－１ 都市環境維持・改善機能の解析評価 

都市環境維持・改善機能については、都市を形づくり、豊かな自然や多様な生物を育む機能、

都市環境の維持改善効果といった観点を中心に緑を評価します。 

 

（１） 都市の骨格となっている緑 

 

 

  

 

（２） 優れた自然を形成する緑 

 

 

  

 

 

 

（３） 動植物の生息・生育地となっている緑 

 

 

 
 

 

 

 

 

  

 

（４） 都市の環境の維持改善効果のある緑 

 

 

・市域東部の鈴鹿山脈に指定された風致地区、自然公園及びその東側の鈴鹿山脈は、本市の骨格と

なる緑です。 

・芹川、犬上川、宇曽川、愛知川などの河川緑地は、鈴鹿山脈とともに本市の骨格となる緑です。 

・市域に点在する佐和山、雨壺山、荒神山などの里山は、優れた自然を形成しています。 

・芹川、犬上川、宇曽川、愛知川などの河川緑地は、優れた自然を形成しています。 

・国宝彦根城や中山道沿いに残る史跡、名勝、市域全域に残る遺跡と一体の緑地は、優れた自然を形

成しています。 

・東部及び西部の山地および琵琶湖湖岸の水辺地等（特に曽根沼・荒神山周辺）は動植物の生息・

生育地となっています。 

・市街地を流れる河川は、動植物の生息・生育地を相互に連絡し、生物多様性確保において生物の

移動空間となる回廊のような役割を担っています。 

・市域中部及び南部の農地は都市環境の維持改善を図る役割を担っています。 

・身近な公園や街路樹、社寺林は、都市環境の維持改善を図る役割を担っています。 



 

 

５ － 3 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■都市環境維持・改善機能の現状と評価図 

④都市の環境の維持改善 

・市域中部および南部の農地は都市環境の維持改善

の役割を担っています。 

・身近な公園や街路樹、社寺林は、都市環境の維持改

善の役割を担っています。 

③動植物の生息・生育地 

・市域に点在する佐和山、雨壺山、荒神山など

の里山は、生物多様性確保のための中核とな

っています。 

・東部の山地及び荒神山周辺、琵琶湖湖岸の水

辺地等（特に曽根沼・荒神山周辺）は動植物

の生息・生育地となっています。 

・市街地を流れる河川は、動植物の生息・生育

地を相互に連絡し、生物多様性確保において

生物の移動空間となる回廊のような役割を担

っています。 

②優れた自然 

・市域に点在する佐和山、雨壺山、荒神山などの里山は優れ

た自然を形成しています。 

・芹川・犬上川・宇曽川、愛知川などの河川緑地は優れた自

然を形成しています。 

・国宝彦根城や中山道沿いに残る史跡、名勝、市域全域に残

る遺跡と一体の緑地は、優れた自然を形成しています。 

① 都市の骨格 

・市域東部の鈴鹿山脈に指定された風致地

区、自然公園およびその東側の鈴鹿山脈、

および芹川、犬上川、宇曽川、愛知川など

の河川緑地は、本市の骨格となる緑です。
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 ５－２ 健康・レクリエーション機能の解析評価 

健康・レクリエーション機能については、自然とふれあう場、日常圏および広域圏におけるレ

クリエーションや健康づくり、交流の場といった観点を中心に緑を評価します。 

（1）自然とふれあう場となっている緑 

 

 

 

 

（2）日常圏におけるレクリエーションや健康づくり、交流の場となっている緑 

 

 

 

 

 

 

（3）広域圏におけるレクリエーションや健康づくり、交流の場となっている緑 

 

 

 

 

・芹川、犬上川、宇曽川、愛知川などの河川緑地は自然とふれあえる場となっています。 

・佐和山、雨壺山、荒神山などの里山は自然とふれあえる場となっています。 

・琵琶湖湖岸緑地の松林や茅の茂る湖岸の水辺は自然とふれあえる場となっています。 

・地区公園、近隣公園、街区公園などの身近な都市公園は、日常圏におけるレクリエーションや

健康づくり、交流の場となっています。 

・学校のグラウンド（開放）等は、日常圏におけるレクリエーションや健康づくり、交流の場と

なっています。 

・児童遊園、社寺等は、日常圏におけるレクリエーションや健康づくり、交流の場となっていま

す。 

・彦根城のある金亀公園、滋賀県立県立総合運動場、琵琶湖湖岸緑地などは広域圏におけるレク

リエーションや健康づくり、交流の場となっています。 

・滋賀県立彦根総合運動場では、国民スポーツ大会に向け、総合公園の整備が進められています。
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■健康・レクリエーション機能の現状と評価図 

②日常圏におけるレクリエーショ

ンや健康づくり、交流の場 

・近隣公園、街区公園などの身近な

都市公園や学校のグラウンド等

は、日常圏におけるレクリエーシ

ョンや健康づくり、交流の場とな

っています。 

③広域圏におけるレクリエーションや健康づくり、交流の場 

・金亀公園、滋賀県立彦根総合運動場、琵琶湖湖岸緑地など規

模の大きな公園・緑地は、広域圏におけるレクリエーション

や健康づくり、交流の場となっています。 

・滋賀県立彦根総合運動場では、国民スポーツ大会に向け、運

動公園の整備が進められています。 

①自然とふれあう場 

・芹川、犬上川、宇曽川、愛知川などの

河川緑地および、佐和山、雨壺山、荒

神山などの里山、琵琶湖湖岸緑地の松

林や茅の茂る湖岸の水辺は、自然とふ

れあえる場となっています。 
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 ５－3 防災機能の解析評価 

防災機能については、自然災害や都火災等の危険防止、避難場所（防災活動の拠点）、災害に強

い都市構造の形成といった観点を中心に緑を評価します。 

（1）自然災害の危険防止機能を有する緑 

 

 

 

（2）火災の延焼防止や公害の緩和機能を有する緑 

 

 

 

 

（3）避難場所（防災活動の拠点）機能を有する緑 

 

 

 

 

（4）災害に強い都市構造を形成する緑 

 

 

・市街地周辺および市域中部、南部の遊水機能を有する農地は自然災害の危険を軽減する役割を

担っています。 

・街路樹は火災の延焼防止機能を有する緑となっています。 

・市街地における都市公園等のオープンスペースは、大気汚染や騒音を緩和、火災の延焼防止機

能を有する緑となっています。 

・規模の大きな都市公園および学校のグラウンドは、広域避難場所や防災活動の拠点として位置

づけられています。 

・河川緑地は、市街地間の延焼遮断や騒音などの公害防止に資する緑となっています。 
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■防災機能の現状と評価図 

②火災の延焼防止や公害の緩和機能を有する緑 

・街路樹は火災の延焼防止機能を有する緑となっています。 

・市街地における都市公園等のオープンスペースは、大気汚染や

騒音を緩和、火災の延焼防止機能を有する緑となっています。

③避難場所（防災活動の拠点） 

・規模の大きな都市公園および学校のグラ

ウンドは、広域避難場所や防災活動の拠点

として位置づけられています。 

① 自然災害の危険防止 

・市街地周辺および市域中部、南部の遊

水機能を有する農地は自然災害の危険

を軽減する役割を担っています。 

④災害に強い都市構造の形成 

・河川緑地は、市街地間の延焼遮断や騒音

防止に資する緑となっています。 
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 ５－4 景観形成機能の解析評価 

景観形成機能については、優れた歴史的風土、良好な景観、良好な眺望地点といった観点を中

心に緑を評価します。 

（１） 優れた歴史的風土を形成する緑 

 

 

 

 

（２） 良好な景観を形成する緑 

 

 

 

注 エッジ：２つの異なるものの境界として地域を切り離す、または繋ぎ合わせる線的な要素 

（３） 良好な眺望地点となっている緑 

 

 

     

・彦根城天守は、市域全体を眺望できる良好な眺望地点となっています。 

・佐和山、雨壺山、荒神山などの里山は、良好な眺望地点となっています。 

・彦根城、玄宮楽々園および、中山道などの史跡・名勝は優れた歴史的景観を形成しています。

・滋賀県護国神社など市域に点在する社寺と一体となって残る緑は、優れた歴史的風土を形成し

ています。 

・彦根城周辺は、良好な商業地景観を形成しています。 

・緑の多い公共施設は、街なかの緑の景観ポイントとしての役割を担っています。 

・東部の鈴鹿山脈は、緑のエッジとして良好な緑の景観を形成しています。 

・中部、南部の農地は、市街地周辺の良好な田園景観を形成しています。 



 

 

５ － 9 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■景観形成機能の現状と評価図 

③良好な眺望地点となっている緑 

・彦根城天守は、市域全体を眺望できる良好

な眺望地点となっています。 

・佐和山、雨壺山、荒神山などの里山は、良

好な眺望地点となっています。 

②良好な景観を形成する緑 

・彦根城周辺は、良好な商業地景観を形成しています。 

・緑の多い公共施設は、街なかの緑の景観ポイントと

しての役割を担っています。 

・東部の鈴鹿山脈は、緑のエッジとして良好な景観を

形成しています。 

・中部、南部の農地は、市街地周辺の良好な田園景観

を形成しています。 

①優れた歴史的風土を形成する緑 

・彦根城、玄宮楽々園および、中山道などの史跡・名勝は

優れた歴史的風土を形成しています。 

・滋賀県護国神社など市域に点在する社寺と一体となっ

て残る緑は、優れた歴史的風土を形成しています。 

佐和山

荒神山 
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 ５－５ 課題の整理 

  上位関連計画、現況調査に基づく緑の４機能の解析・評価、市民意向から彦根市の緑の課題をまとめると以下のとおりです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●彦根城、中山道などの史跡・名勝、および滋賀県護国神社など

市域に点在する社寺は、優れた歴史的風土を形成している。 

●市街地周辺の良好な農地は田園景観を形成している。 

●東部の鈴鹿山脈は、緑のエッジとなる景観を形成している。 

●彦根城周辺は、良好な商業地景観を形成している。 

●緑の多い公共施設は、街なかの緑の景観ポイントとしての役割

を担っている。 

●彦根城天守は、市域全体を眺望できる良好な視点場であるとと

もに、市のシンボルとしての眺望対象でもある。 

 

 

●芹川などの河川緑地および、佐和山、、雨壺山、荒神山などの里

山、琵琶湖湖岸緑地の水辺は、自然とふれあえる場となってい

る。 

●近隣公園、街区公園などの身近な都市公園や学校のグラウンド

等は、日常圏におけるレクリエーションの場となっている。 

●金亀公園など規模の大きな公園・緑地は、広域圏におけるレク

リエーションや健康づくりの場となっている。 

●滋賀県立彦根総合運動場では、国民スポーツ大会に向け整備が

進められている。 

 

 
●鈴鹿山脈や芹川などの河川緑地は、本市の骨格となる緑である。

●佐和山などの里山や芹川などの河川緑地、国宝彦根城や中山道

沿いの史跡と一体となった緑は、優れた自然を形成している。

●東部の山地及び荒神山周辺、佐和山などの里山は、琵琶湖湖岸

の水辺地等は動植物の生息・生育地となっている。 

●河川緑地は、生物の移動空間となる回廊の役割を担っている。

 

 

 

●市街地における都市公園等のオープンスペースは、大気汚染や

騒音を緩和、火災の延焼防止機能を有する緑となっている。 

●規模の大きな都市公園および学校のグラウンドは、広域避難場

所や防災活動の拠点として位置づけられている。 

  

現況調査 

 

市

民

意

向 

■居住している地域の身近な環境については、公園や水辺・親水空間（水とふれあえる場）の整備や、街路樹や歩道の舗

装などに配慮した景観の美しい道路の整備が求められている。 

■まちづくりの方針としては、歴史・文化を刻み、市民が誇れる「彦根城と城下町」の世界遺産登録を目指すまちづくり」

や、「良好な景観を守り育てるまちづくり」、「緑豊かな環境のなかで、暮らしやすいまちづくり」が求められている。

■公園・緑地の取組としては、身近な公園や子供の遊び場の整備や、現在の公園施設の維持・保全、広域からも利用でき

る大規模な公園の整備、ため池や川や公園や森林などを結ぶ整備、親水公園の整備が求められている。 

■農地が約6％、山林が約1％減少し、宅地が7％増加 

■平成 28 年度末の市民１人当たり都市公園面積は 12.8

㎡/人（総合計画では平成32 年で13.0 ㎡/人を目標） 

緑の４機能の解析・評価のまとめ 彦根市の緑の課題のまとめ 

都市環境維持・改善機能 

健康・レクリエーション機能 

景観形成機能 

防災機能 

(市)【都市計画マスタープラン】 

■金亀公園は、滋賀県立彦根総合運動場を含めた一体的な

公園として大会終了後も有効利用されるよう、彦根城と

の歴史的・文化的な調和を図りながら、再整備を実施す

ることが必要。 

■利用者ニーズに合った施設の改築更新を検討する。 

上位・関連計画での位置付け 

(県)【都市計画区域の整備・開発・保全の方針】 

■琵琶湖や河川、里山や後背の山林、農地等を結ぶ水と緑

のネットワークを形成することが必要 

■多様な生き物が生息する水域および水辺部一体の水・緑

景観の保全が必要 

■琵琶湖に注ぐ河川の風景は、代表的なふるさと景観であ

り、これら原風景の保全・育成が必要 

■彦根城天守等の文化財、彦根城跡等の史跡、玄宮楽々園

等の名勝等の良好な緑の空間の保全・充実を図る。歴史・

文化資源と水際空間を結ぶネットワーク形成が必要 

(市)【総合計画】 

基本構想のコンセプト：風格と魅力ある都市の創造 

■歴史を生かした地域固有のまちなみ形成が必要。 

■維持管理を市民と協働で取り組み、良好な都市環境の形

成が必要。 

 

 

〇河川緑地は自然とふれあう場として、保全・活用を図る必要がある。 

〇佐和山、雨壺山、荒神山などの里山および、琵琶湖湖岸の水辺はレクリエーションの場として保全・活用

を図る必要がある。 

〇公園やグラウンド等は、日常的なレクリエーションの場として適正な配置・整備を検討する必要がある。

〇大きな公園・緑地は、広域圏におけるレクリエーションや交流の場として保全・活用を図る必要がある。

 （滋賀県立彦根総合運動場の国民スポーツ大会に向けた整備・活用など） 

〇複数のレクリエーション拠点を結ぶ“緑のネットワーク”の形成を図る必要がある。 

 

 

〇鈴鹿山脈や荒神山等、ランドマークとなる緑や犬上川等の河川と琵琶湖湖岸の緑の保全を行う必要がある。

○特に曽根沼・荒神山周辺を、生物多様性確保・自然とのふれあいの場となる重要な緑地として保全する必

要がある。 

〇国宝彦根城や社寺林、琵琶湖湖岸の水辺地、荒神山周辺の里山・池沼、市北東部の樹林等の貴重な自然環

境の保全を行う必要がある。 

〇彦根城や中山道沿いに残る史跡、名勝、市域全域に残る遺跡と一体の緑地を保全する必要がある。 

〇遊水機能、田園景観機能など様々な機能を有する農地の保全を行う必要がある。 

〇開発等による自然環境の減少、野生生物の生息地の減少と断片化を防ぎ、緑地の維持・保全とこれらのネ

ットワーク化を行う必要がある。 

 

 

〇遊水機能を有する農地を保全する必要がある。 

〇街路樹や公園の適正配置による防災機能の強化を図る必要がある。 

〇国道や県道沿いの大気汚染や騒音を緩和するオープンスペースや緑地の保全・創出を検討する必要がある。

〇災害時の一時避難地となる公園の充実、避難路の緑化等防災機能の強化を検討する必要がある。 

都市環境維持・改善機能 

健康・レクリエーション機能 

 

 

〇彦根城など歴史的な面影を残すまちと、新しいまちの調和した美しい景観づくりを行う必要がある。 

〇中山道沿いの古い町並みの保全・整備を行う必要がある。 

〇良好な社寺林景観の維持・保全を行う必要がある。 

〇農地の田園景観としての保全を図る必要がある。 

〇鈴鹿山脈の緑のエッジ（背景）としての保全を行う必要がある。 

〇彦根城周辺の観光の拠点となる景観を確保する必要がある。 

〇緑の多い公共施設は緑の景観ポイントとして整備を行う必要がある 

〇彦根城を眺望地できる視点場を保全する必要がある。 

〇里山の景観の保全を行う必要がある。 

防災機能 

景観形成機能 
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■課題図 
 

 

〇河川緑地は自然とふれあう場として、保全・活用を図る必要がある。 

〇佐和山、彦根城、雨壺山、荒神山などの里山および、琵琶湖湖岸の水辺は

レクリエーションの場として保全・活用を図る必要がある。 

〇公園やグラウンド等は、日常的なレクリエーションや健康づくり、交流の

場として適正な配置・整備を検討する必要がある。 

〇大きな公園・緑地は、広域圏におけるレクリエーションや健康づくり、交

流の場として保全・活用を図る必要がある。 

 （滋賀県立彦根総合運動場の、国民スポーツ大会に向けた整備・活用など）

〇複数のレクリエーション拠点を結ぶ“緑のネットワーク”の形成を図る必

要がある。 

 

 

〇鈴鹿山脈や荒神山等、ランドマークとなる緑や犬上川等の河川と琵琶湖湖

岸の緑の保全を行う必要がある。 

○特に曽根沼・荒神山周辺を、生物多様性確保・自然とのふれあいの場とな

る重要な緑地として保全する必要がある。 

〇国宝彦根城や社寺林、琵琶湖湖岸の水辺地、荒神山周辺の里山・池沼、市

北東部の樹林等の貴重な自然環境の保全を行う必要がある。 

〇彦根城や中山道沿いに残る史跡、名勝、市域全域に残る遺跡と一体の緑地

を保全する必要がある。 

〇遊水機能、田園景観機能など様々な機能を有する農地の保全を行う必要が

ある。 

〇開発等による自然環境の減少、野生生物の生息地の減少と断片化を防ぎ、

緑地の維持・保全とこれらのネットワーク化を行う必要がある。 

 

 

〇遊水機能を有する農地を保全する必要がある。 

〇街路樹や公園の適正配置による防災機能の強化を図る必要がある。 

〇国道や県道沿いの大気汚染や騒音を緩和するオープンスペースや緑地の

保全・創出を検討する必要がある。 

〇災害時の一時避難地となる公園の充実、避難路の緑化等防災機能の強化を

検討する必要がある。 

都市環境維持・改善機能 
健康・レクリエーション機能 

 

 

〇彦根城など歴史的な面影を残すまちと、新しいまちの調和した美しい景観

づくりを行う必要がある。 

〇中山道沿いの古い町並みの保全・整備を行う必要がある。 

〇良好な社寺林景観の維持・保全を行う必要がある。 

〇農地の田園景観としての保全を図る必要がある。 

〇鈴鹿山脈の緑のエッジ（背景）としての保全を行う必要がある。 

〇彦根城周辺の観光の拠点となる景観を確保する必要がある。 

〇緑の多い公共施設は緑の景観ポイントとして整備を行う必要がある 

〇彦根城を眺望地点として保全する必要がある。 

〇里山の景観の保全を行う必要がある。 

防災機能 

景観形成機能 
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 ５－６ 緑の基本計画見直しの視点 

平成 18 年に策定された緑の基本計画策定時点から、少子高齢化や人口減少の進行や地球環境

問題への意識の高まりなど社会情勢の変化をふまえ、以下の視点で前計画の見直しを行います。 

 

１ ．豊かな自然と歴史文化を活かす 

彦根市は、平成１８年の緑の基本計画策定と同時期に「景観行政団体」となり、平成 19 年に

「城と湖と緑のまち、美しい彦根の創造をコンセプトとした景観計画」を策定しました。 

彦根市では景観計画に沿って、豊かな自然と、古くは東山道（のちの中山道）の宿場町として、

近世においては彦根城の城下町として発展してきた歴史文化を残しながら、環境やイメージを損

なわないよう配慮したまちづくりを現在まで進めてきています。 

緑の基本計画の策定において、これらの彦根市の良好な景観を形成する緑（背景となっている

山々の緑、町の個性を形づくる市街地周辺に残された歴史・文化的資産価値のある緑、丘陵地の

自然豊かな緑、既存の公園緑地）を緑の核としてとらえ、それらの緑の核を連結しながら琵琶湖

に流れる各河川を緑地軸としてとらえて、より良い景観づくりの構成するための公園緑地整備・

活用が求められています。 

２．生物の多様性と良好な生活環境の実現につなげる 

生物多様性基本法に基づいて平成 24 年に生物多様性国家戦略 2012～2020 が策定され、

「地域における人と自然の関係を見直し・再構築する」ことや「森・里・川・海のつながりを確

保する」ことなどの戦略を展開することが掲げられました。 

緑の基本計画においては、都市における生物多様性の確保を図るために、「緑地による生態系ネ

ットワーク（エコロジカルネットワーク）の形成」や、「日常的な暮らしの中で身近な自然とのふ

れあいの場と機会の確保」などの施策を、展開していく必要があります。 

彦根市においても、平成１８年の緑の基本計画策定計画において掲げた基本理念「グリーンネ

ットワークシティ彦根の創造」を継承しながら、生物多様性確保のための具体的な施策展開を図

っていくことが求められています。 

３．社会情勢に対応した公園緑地整備 

今後、経済・人口が大きく変動していくことが予測されている社会情勢において、必要に応じ

て既計画の公園緑地の整備の方向性などを、現在の社会情勢に合わせて見直しを図っていく必要

があります。現在、既存の公園緑地に整備された施設の老朽化等による安全性が社会問題となっ

ており、公園施設の長寿命化計画が進められています。今後の公園緑地整備は、新規の公園緑地整 
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備だけでなく、既存公園の改修整備にも重点を置いて、公園整備を進めていくことが求められてい

ます。 

彦根市においては、市民一人あたりの都市公園面積は、都市公園法施行令での目標水準（10 ㎡

/人）を満たしていますが、身近な公園等の配置バランス等を考慮し、今後も整備を進めてきてい

ます。一方で、公園施設の老朽化が進行しているため、限られた予算の中で公園施設の長寿命化

についても推進していく必要があります。 

４．国民スポーツ大会に合わせた公園整備 

彦根市では、2024 年に第７９回国民スポーツ大会の開催が予定されており、その開催会場と

しての金亀公園を中心とした公園施設の改修整備・更新を進めていく必要あります。国民スポー

ツ大会の開催会場を確保するため、既存体育施設の有効利用や施設の管理区分の見直しを行う必

要があります。必要に応じて、既計画の整備予定の公園緑地の位置づけや整備内容の見直しを行

い、再構築することが求められています。 

また、周辺環境との景観調和へ配慮し、防災機能の強化を図るとともに、観光資源や地場産業

との連携による地域活性化に寄与する公園整備に向けて取り組み、国民スポーツ大会開催後も世

代をこえて人々に愛着をもって利用されるような公園整備を目指す必要があります。 



 

 

 

 

 

 

第６章 計画の基本方針 
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 第６章 計画の基本方針 

 

 ６－１ 基本方針 

 

 １．基本理念 

彦根市のシンボルとなる緑は、JR 彦根駅西方の金亀山丘上にある彦根城とその周辺の豊かな

緑の空間です。彦根城は、徳川 260 余年の歴史を今に伝える荘厳華麗な景観を呈しています。

そこには彦根城とともに守り伝えられてきた樹林や、花見の名所となる堀端のサクラやウメ林が

彦根城の景観を包んでいます。これらの緑は悠久の時を刻むように受け継がれてきた重厚な歴史

を感じる緑であり、世代を超えて守っていく緑といえます。 

一方、近江平野を南下すれば、田園に代表される広大な農地の景観が広がり、そこには鈴鹿山

脈に端を発する芹川、犬上川、宇曽川、愛知川などの河川が琵琶湖へ流れ込み、その河辺には河

辺林が発達し、湖東地域ならではの風景をつくりだしています。 

さらに、琵琶湖湖岸は美しい松並木や緑地が広がり、湖岸沿いの集落や農地を琵琶湖からの強

風より守るとともに、夏場は広域的なレクリエーションゾーンとしても利用されています。湖岸

より東側を見れば、鈴鹿山脈と佐和山の稜線が美しい山の緑の景観をつくっています。 

このように、彦根の緑は歴史的まちなみをはじめとして、琵琶湖、農地、河川、鈴鹿山脈にそ

の特徴を見ることができ、緑や水で覆われた豊かな彦根のイメージをつくりだしています。 

彦根市総合計画の基本構想では「風格と魅力ある都市の創造」がコンセプトとして設定されて

おり、豊かな自然と歴史遺産を大切にし、郷土に誇りと責任をもってまちづくりを行っていくこ

とが謳われています。 

緑の基本計画の基本理念としては、国宝彦根城の緑を中心に市域の緑を結び、つなぐことが将

来においても求められることから、『緑の回廊』（ネットワーク）づくりにより、市域に散在する

歴史、農、川、湖、山の緑を結び・つなぐ将来像をめざすものとします。 

■緑の基本計画の基本理念 

緑と歴史がおりなす風格のあるまち 

～ 彦根城を中心に、市域をつなぐ緑の回廊づくり ～ 
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 ２．基本方針 

以下の方針により、今ある緑をまもり、緑をつくり、緑をつなぎ、緑を育てていきま

す。 

 

《基本方針》 

 

 

彦根市の骨格となる緑である琵琶湖岸の緑、荒神山周辺等の里山の緑、鈴鹿山脈の緑は、環境

保全が優先される保全の必要性が高い緑であることから、地域制緑地による規制や緑化施策を維

持・展開し、ふるさとの緑として守っていく必要があります。 

彦根城を核として残存樹林や社寺林などの歴史性のあふれる緑が数多くみられることから、今

後もさらに良好な緑の環境を提供できるよう保全に努めるものとします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

彦根城など歴史資源と一体となった緑を活かし、彦根市らしい町並みづくりを進めていく必要

があります。市街地における緑は、都市計画的視点に基づく体系的な公園緑地の配置を基本に今

後も適切に配置・整備していきます。特に、国民スポーツ大会の開催に向け必要な公園整備を行

います。また、公共公益施設や民間施設の緑化を推進します。 

 

 

 

 

 

 

  

展 開 

１   ふるさとの緑をまもります（まもる緑） 

展 開 

■彦根城など歴史資源と一体となった良好な緑、社寺林を守ります。 

■琵琶湖の湖岸と川辺の緑を守ります。 

■ふるさとの風景となる里山と農地の緑を守ります。 

■都市公園等を適正に配置・整備していきます。 

■国民スポーツ大会開催に向け、必要な公園整備を行います。 

■公共公益施設や民間施設の緑化を推進します。 

２    彦根市らしい緑をつくります（つくる緑） 
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まもり・つくった緑の拠点をつなぐ施策として、彦根市の緑のシンボルである金亀公園（彦根

城）を中核とした主要な公園を緑の拠点とし、彦根市の骨格を成す芹川などの４つの河川、南北

方向にのびる琵琶湖湖岸、豊かな自然を有する雨壺山や荒神山などの里山を結ぶ『緑の回廊』（ネ

ットワーク）づくりを進めることにより、健康・レクリエーション機能や都市の景観形成機能を

高め、魅力ある彦根らしい緑のまちづくりを進めます。また、生物の生息環境保全機能の向上を

図ります。 

 

 

 

 

 

 

 

まもり・つくった緑を後世に残す施策として、豊かな自然や公園の活用を図る必要があります

（例えば、自然とふれあう場づくりや公園を活用したイベント開催等）。同様に、歴史資源と一

体となった緑を守るだけでなく、活用を図る必要があります。 

また、行政、企業、学校、市民が協働で手を結び、ともに緑を育てるという緑化意識の醸成が

必要であり、緑の基本計画によりそのシステムづくりを進めます。 

 

 

 

 

 

 

  

展 開 

展 開 

■歴史・文化資源や主要な公園等の緑の拠点をつなぐ『緑の回廊』（ネットワーク）づく

りを進めます。 

■市民の協働により、みんなで緑を育てるシステムづくりを進めます。 

■豊かな自然や公園、歴史資源と一体となった緑の活用を図ります。 

４    地域の緑をみんなで育てます（育てる緑） 

３    地域の歴史資源を緑でつなぎます（つなぐ緑） 
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■彦根市の緑の将来像図 

 

 

・本市のランドマークとしての役割がある「金亀山（彦根城）」「荒神山」

「雨壺山」のほか、近隣公園以上の主要な公園を“緑の拠点”と位置づ

けます。 

・本市の骨格を成す４つの河川、また、南北方向につながる湖岸沿い、主

要な道路沿いについて“緑のネットワーク軸”と位置づけます。 

・ゾーン分けとしては、本市の景観の背景となっている「鈴鹿山脈」「佐

和山」等が位置する市域北部を“山の緑”、市街地エリアを“まちの緑”、

農地や農村集落エリアを“農の緑”と位置づけます。 

鈴 鹿 山

琵 琶

荒 神

金 亀

摺 針

佐 和

彦根駅

雨 壺

南彦根駅

河瀬駅

稲枝駅

愛 知

宇 曽

犬 上

芹

緑 の 拠

凡   

山の緑 

まちの緑 

 
農の緑 
 

湖岸・河川の緑

緑のネットワーク軸

市 街 化 区

市

河瀬公園

福満公園

庄堺公園

金城公園

旭森公園

野田山公園 

東山公園

鳥居本公園 



 

 

６ － 5 

 

《緑の課題の抽出と基本理念・基本方針の検討》 

  上位関連計画、現況調査に基づく緑の４機能の解析・評価、市民意向及び本市の緑の課題から、基本理念・方針をまとめると以下のとおりです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●彦根城、中山道などの史跡・名勝、および滋賀県護国

神社など市域に点在する社寺は、優れた歴史的風土を

形成している。 

●市街地周辺の良好な農地は田園景観を形成している。 

●東部の鈴鹿山脈は、緑のエッジとなる景観を形成して

いる。 

●彦根城周辺は、良好な商業地景観を形成している。 

●緑の多い公共施設は、街なかの緑の景観ポイントとし

ての役割を担っている。 

●彦根城天守は市域全体を眺望できる良好な視点場であ

るとともに、市のシンボルとしての眺望対象でもある。

 

 
●鈴鹿山脈や芹川などの河川緑地は、本市の骨格となる

緑である。 

●佐和山などの里山や芹川などの河川緑地、国宝彦根城

や中山道沿いの史跡と一体となった緑は、優れた自然

を形成している。 

●東部の山地及び荒神山周辺、佐和山などの里山は、琵琶

湖湖岸の水辺地等は動植物の生息・生育地となっている。

●河川緑地は、生物の移動空間となる回廊の役割を担っ

ている。 

 

 

●芹川などの河川緑地および、佐和山、雨壺山、荒神山な

どの里山、琵琶湖湖岸緑地の水辺は、自然とふれあえる

場となっている。 

●近隣公園、街区公園などの身近な都市公園や学校のグラ

ウンド等は、日常圏におけるレクリエーションや健康づ

くり、交流の場となっている。 

●金亀公園など規模の大きな公園・緑地は、広域圏におけ

るレクリエーションや健康づくり、交流の場となっている。

●滋賀県立彦根総合運動場では、国民スポーツ大会に向け

整備が進められている。 

 

 

 
【 基 本 理 念 】 

現

況

調

査 

緑の４機能の解析・評価のまとめ 彦根市の緑の課題のまとめ 

基本理念・方針 

【 基 本 方 針 】 

 

■彦根城など歴史資源と一体となった良好な緑、社寺林を守ります。 

■琵琶湖の湖岸と川辺の緑を守ります。 

■ふるさとの風景となる里山と農地の緑を守ります。 

 

■都市公園等を適正に配置・整備していきます。 

■国民スポーツ大会開催に向け、必要な公園整備を行います。 

■公共公益施設や民間施設の緑化を推進します。 

彦根市らしい緑をつくります（つくる緑） 

上

位

・

関

連

計

画

で

の

位

置

付

け  

■歴史・文化資源や主要な公園等の緑の拠点をつなぐ『緑の回廊』（ネ

ットワーク）づくりを進めます。 

 

■市民の協働により、みんなで緑を育てるシステムづくりを進めます。

■豊かな自然や公園、歴史資源と一体となった緑の活用を図ります。 

市

民

意

向 

 

 

●市街地における都市公園等のオープンスペースは、大

気汚染や騒音を緩和、火災の延焼防止機能を有する緑

となっている。 

●規模の大きな都市公園および学校のグラウンドは、広

域避難場所や防災活動の拠点として位置づけられてい

る。 

都市環境維持・改善機能 

健康・レクリエーション機能 

景観形成機能 

防災機能 

ふるさとの緑をまもります（まもる緑） 

地域の歴史資源を緑でつなぎます（つなぐ緑）

地域の緑をみんなで育てます（育てる緑）

 

 

〇佐和山、雨壺山などの里山および、河川

緑地、琵琶湖湖岸の水辺の保全・活用 

〇公園やグラウンド等の適正な配置・整備 

〇大規模公園・緑地は、広域圏におけるレ

クリエーションや交流の場として保全・活

用 

（国民スポーツ大会開催に向けた公園整備な

ど） 

 

 

〇国宝彦根城や社寺林、琵琶湖湖岸の水辺

地、荒神山周辺の里山・池沼、市北東部

の樹林等の貴重な自然環境の保全 

○生物多様性確保・自然とのふれあいの場

となる重要な緑地の保全 

〇遊水機能、田園景観機能など様々な機能

を有する農地の保全 

〇開発等による自然環境の減少、野生生物

の生息地の減少と断片化を防ぐ 

〇緑地の維持・保全・ネットワーク化 

 

 

〇遊水機能を有する農地の保全 

〇災害時の一時避難地となる公園の充実、避

難路の緑化等防災機能の強化を図る 

都市環境維持・改善機能 

健康・レクリエーション機能 

 

 

〇彦根城など歴史的な面影を残すまちと、新

しいまちの調和した美しい景観づくり 

〇中山道沿いの古い町並みの保全・活用 

〇良好な社寺林景観の維持・保全 

〇農地や里山の田園景観としての保全 

〇鈴鹿山脈を緑のエッジ（背景）として保全

〇彦根城周辺は観光の拠点として景観保全 

〇緑の多い公共施設は、緑の景観ポイントと

して整備を行う（市民協働） 

〇彦根城を眺望できる視点場を保全 

防災機能 

景観形成機能 

緑の基本計画見直しの視点 

１．豊かな自然と歴史文化を活かす 
２．生物の多様性と良好な生活環境の実現につなげる 
３．社会情勢に対応した公園緑地整備 
４．国民スポーツ大会に合わせた公園整備 

 
緑と歴史がおりなす風格のあるまち 
～彦根城を中心に、市域をつなぐ緑の回廊づくり～ 
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 ６－２ 計画の目標水準 

 

1）計画フレームの設定 

将来フレームは、まち・ひと・しごと総合戦略の「社人研推計準拠※」を基に、以下のように

設定します。 

※社人研推計準拠：国立社会保障・人口問題研究所「日本の地域別将来推計人口（平成 25 年 3 月推計）」の

2040 年までの傾向を平成 72 年（2060 年）まで延長して、まち・ひと・しごと創生本

部事務局において推計したもの 

（1）目標年次の人口 

■対象区域の人口 

区   分  現況（平成 27 年） 目標年次（平成 42 年） 

総人口   113,679 人 108,492 人 

市街化区域内人口  94,302 人 89,999 人 

市街化調整区域人口   19,377 人 18,493 人 

     注：目標年次における市街化区域内人口および市街化調整区域人口は、平成 27 年国勢調査時の比率に

より按分して算出。平成 27 年国勢調査時の市街化区域人口は 94,302 人、市街化調整区域 19,377

人、都市計画区域合計 113,679 人（都市計画マスタープラン） 

 

（２）市街化区域の規模 

■行政区域及び市街化区域の規模 

区   分 現況（平成 29 年） 目標年次（平成 42 年） 

市街化区域 2,572 ha 2,572 ha 

都市計画区域 9,828 ha 9,828 ha 

 
（３）目標水準 

①緑地確保目標量の設定 

■目標年次における緑地確保目標量 

 
目標年次（平成 37 年）※

前計画 
目標年次（平成 42 年） 

将来市街地面積に対する割合 

A 
24％（概ね 620ha） 17.4%（概ね 444ha） 

都市計画区域面積に対する割合 

B 
73%（概ね 7,130ha） 66.3％（概ね 6,513ha）

      将来市街地内の緑地確保目標量        44４ha 

  A ＝                  ＝          ＝ 17.３％ 

          将来市街地面積          2,572ha 

              緑地の確保目標量       6,513ha 
    B ＝             ＝          ＝ 66.3％ 
       都市計画区域面積       9,828ha  
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②都市公園整備量 

目標年次（平成 42 年）の都市公園の一人あたり面積※１は 15.80 ㎡/人、公共施設緑地を含め

た都市公園等の一人あたり面積を 21.90 ㎡/人に増やすことを目指します※2。 

 
■都市公園整備量 

区分 
現況 

（平成 29 年） 
目標年次 

（平成 42 年） 
備    考 

（総合計画） 

都市公園 
145.13ha 

（12.77 ㎡/人） 
171.37ha 

（15.80 ㎡/人）
13.00 ㎡/人（平成 32 年度：総合計画） 

都市公園等 
211.33ha 

（18.59 ㎡/人） 
237.57ha 

（21.90 ㎡/人）
15.50 ㎡/人（平成 37 年度：区域マス） 

        注）都市公園等とは、都市公園と公共施設緑地の合計です。 

※１ 住民一人あたりの都市公園の敷地面積の標準は、「都市公園法施行令 第一章第一条のニ」において、            

一の市町村の区域内で住民一人あたり 10 ㎡以上、市街地内で 5 ㎡以上とされています。 

現況の人口は都市計画マスタープランとの整合を図り、平成 27 年度国勢調査（113,679 人）を使

用しました。平成 42 年の将来人口は、まち・ひと・しごと総合戦略の「社人研推計準拠」の設定を

踏まえ、108,492 人としました。 

※2 河川緑地 4 箇所（363.50ha）を開設した場合、目標年次である平成 42 年の整備量は、      

都市公園 479.47ha（44.19 ㎡/人）、都市公園等 545.66ha（50.29 ㎡/人）となり

ます。 
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 第７章 緑地の配置および都市緑化に関する計画 
 

  ７-１ 方針別の緑地の配置計画 

１．まもる緑 

■施策の方針：受け継がれた歴史の緑をまもる                             

１.歴史資源と一体となった緑地の保全 

・歴史文化のまちである彦根市を代表する歴史資源と一体となった良好な緑を保全します。国の

特別史跡に指定を受けている彦根城や名勝である玄宮楽々園、雨壺山や荒神山の緑などについ

て良好な維持保全を行います。 

・都市の美観風致を維持するために指定されている保存樹、保存樹林は本市の歴史的特性を伝え

る重要な資源であり保全を行います。 

�施策の方針：ふるさとの風景として河川・山林・農地の緑をまもる                    

2.琵琶湖湖岸や河川緑地の保全 

・琵琶湖湖岸の緑地や市域を横断する芹川・犬上川・宇曽川・愛知川などの河川の緑は都市の骨

格を形成する緑、優れた自然環境を有する緑地であり保全します。 

3.里山や樹林地の保全 

・雨壺山、大堀山などの市街地近郊の樹林地は里山として、今後も保全を図ります。 

・鈴鹿山脈周辺の山林は都市の骨格を形成する緑であり保全します。 

4.生物多様性保全への取組や外来種対策の推進 

・生物多様性の理解と取組の推進、外来種対策による生物の生息環境の保全を図ります。 

・市街地を取り巻く鈴鹿山脈周辺の山林や琵琶湖湖岸の緑地の保全、公園緑地、河川や街路沿い

の緑化により生物の生息環境や移動空間となる生態系ネットワークの形成を図ります。 

5.農地の保全 

・犬上川南部一帯と市北部の一部に広がる市街化調整区域の農地は、都市環境の負荷軽減や自然

災害の危険を軽減するなどの機能を有する都市を守る緑であり、今後も保全していきます。 
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凡    例 

 歴史資源と一体となった緑 

 歴史資源 (社寺) 

 里山や樹林地・山林 

 琵琶湖湖岸の緑地 

 河川の緑地 

 街路沿いの緑 

 農地 

雨壺山

荒神山

大堀山

 

■まもる緑の配置方針 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

鈴鹿山脈周辺の山林 

(都市の骨格形成、生物の生

息環境、優れた自然環境) 

農地 

(都市環境の保全) 

主要河川 

(生物の生息環境、移動経路ネットワーク形成、

都市の骨格形成、優れた自然環境) 

市街地や集落のまとまりのある樹林地 

(歴史特性を伝える、快適環境の確保、

都市の美観維持、生物の生息環境) 

玄宮楽々園

琵琶湖沿岸の緑地 

(都市の骨格形成、都市の美観

維持、生物の生息環境) 

街路沿いの緑 

(生物の移動経路ネットワーク形成、快適環境形成) 

佐和山

金亀山

曽根沼
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２．つくる緑 

■施策の方針：公園・緑地の整備と道路・公共公益施設・民間施設の緑化             

１.都市公園の充実 

①市全域における公園の配置 

・総合公園である金亀公園は、国民スポーツ大会の開催に向け県立彦根総合運動場が（仮称）彦

根総合運動公園として整備されることに併せ、新たな公園と一体的な活用が図られるよう、滋

賀県と調整し再整備を行います。 

・千鳥ヶ丘公園は周辺の芹川緑地や七曲がりの仏壇街との整合性を図りつつ、里山保全の市民活

動の支援を行います。 

・荒神山公園は、利用者ニーズをふまえた質の向上を図ります。 

②地域毎における公園の配置 

・地区公園は総合公園の補完的な役割として、市内の配置バランスを考慮し、庄堺公園の他に稲

枝地域に新たに 1 箇所設置します。 

・近隣公園は、都市計画決定がされている未整備の公園について、公園の配置バランス、実現性

を考慮し、優先度の高いものから整備を行っていきます。 

・街区公園は、原則、土地区画整理事業や民間事業者による宅地開発などにおいて整備を進めま

す。なお、京町公園については、防災機能的に重要であることから、単独整備も検討します。 

⓷その他の公園 

・稲枝地域で近年発掘された稲部遺跡（弥生～古墳時代の集落遺跡）を活用した公園の整備を検

討します。 

・都市計画決定後、長期間未整備となっている公園緑地については、区域の見直し等を検討しま

す。見直し等の際には地元との協議を行います。 

・公園等のオープンスペースは、災害時の防災機能を有しており、公園の規模、位置づけに応じ

た避難地としての役割を有しており災害時においての利活用を図ります。 

２.公共公益施設の緑化の充実 

・多くの人が日常的に利用する公共公益施設は地域に点在しており、地域の緑の向上に寄与して

いるため、今後も充実を図ります。 

３.民間施設の緑化の推進 

・緑豊かな生活環境の形成のため、住宅地や工場、商業地などの民有地の緑化を推進します。 

・児童遊園、社寺の緑は地域の身近な緑として機能しており、保全を図るとともに、緑化を推進

します。 

■公共施設の緑化の例            ■学校緑化の例 

 

 

 

 

 

        彦根駅前の緑                 鳥居本小学校 
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1.鳥居本地域 

京町公園（街区公園） 

2.旧城下町地域

3.新市街地地域

4.彦根駅東地域

5.南彦根駅東地域

6.河瀬地域

7.稲枝地域 

地区公園 

河瀬公園（近隣公園）

金城公園（近隣公園） 
金城児童公園（街区公園）

（仮称）彦根総合運動公園 

つくる緑の配置方針 

新規配置公園（計画） 

野田山公園（近隣公園） 

●公共公益施設の緑化の充実 

・多くの人が日常的に利用する公共公益施設は地

域に点在しており、地域の緑の向上に寄与して

いるため、今後も充実を図ります。 

●民間施設の緑化の推進 

・緑豊かな生活環境の形成のため、住宅地や工場、

商業地などの民有地の緑化を推進します。 

・児童遊園、社寺の緑は地域の身近な緑として機

能しており、保全を図るとともに、緑化を推進

します。 
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３．つなぐ緑 

■施策の方針：『緑の回廊』づくりの推進                                

・彦根市の緑のシンボルである金亀公園（彦根城）を中核とした主要な公園や緑を有する歴史資

源、豊かな自然を有する雨壺山や荒神山などの里山を緑の拠点とし、それらを彦根市の骨格を

成す芹川などの４つの河川、南北方向にのびる琵琶湖湖岸の水辺や街路樹の緑等でつなぎ、彦

根市の『緑の回廊』(緑のネットワーク)として位置付けます。 

■つなぐ緑の配置方針(緑の回廊) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・『緑の回廊』は、緑の持つ多様な機能を踏まえ、以下の 4 つの基本となる役割を有す構成とし

ます。また、対象となる要素も併せて示します。 

『緑の回廊』の基本となる役割と対象となる要素 

〇歴史資源や文化財と一体となった緑のネットワーク（歴史資源を有する公園、社寺林など） 

〇健康・レクリエーションのネットワーク（健康づくりや緑とふれあえる機能を有する公園など） 

〇生物の生息環境保全のネットワーク（琵琶湖、市東部の山、里山、川、農地、公園・街路樹など） 

〇都市の景観を形成するネットワーク（琵琶湖、市東部の山、里山、川、農地、歴史資源、良好な街並

み、街路樹など） 

 

 

鳥居本公園 

野田山公園 

荒神山
(荒神山公園)

河瀬公園

鈴鹿山脈 
琵琶湖 

愛知川 

宇曽川 

犬上川

芹川

旭森公園
福満公園

河瀬駅

稲枝駅

彦根駅

南彦根駅

金城公園

庄堺公園

大堀山

凡  例 

緑の拠点(主要な公園等) 

緑のネットワーク(街路) 

〃   (水辺) 

鉄道駅 

金亀山
(金亀公園)

佐和山
(東山公園)

雨壺山 
(千鳥ヶ丘公園)

曽根沼 

地区公園 

歴史公園 
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《参考》既存ネットワーク設定 

■琵琶湖一周サイクリング（ビワイチ） 

・彦根市の緑の軸として豊かな自然を有する川や湖、丘陵地帯、緑の核となる総合公園を結ぶ散

策やウォーキング、ランニング、サイクリング道路の検討を図ります。整備に当たっては、既

定のサイクリングロードや広幅員の一般道を出来る限り活用します。 

■琵琶湖一周サイクリング全体マップ（滋賀県） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ■琵琶湖一周サイクリング ちょっと寄り道マップ彦根編 （滋賀県）
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４．育てる緑 

■施策の方針：緑の市民活動の促進                                

１.緑の活動への助成 

・緑化に関する活動を推進するため、活動に対しての助成を行います。 

２.緑のコミュニティ活動の推進 

・住宅地の身近な緑づくりなどを行う緑のコミュニティ活動を推進します。 

 ３.緑のボランティア育成の推進 

・身近な緑をつくり、育てる担い手となる緑のボランティアの育成を推進します。 

■施策の方針：地域の花と緑の育成                              

 ４.緑の顕彰制度の充実 

■施策の方針：緑の普及啓発                                 

５.緑のイベント、環境教育、情報発信 

・緑化に対する市民の意識向上のため、緑に関するイベント、環境教育、情報発信を推進します。 

 

■緑の普及啓発イベントの例 
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 ７-２ 総合的な緑地の配置計画 

各方針別に整理した配置計画を総合的な視点から一体的な緑として捉え、その考え方、配置方

針についてとりまとめます。 

総合的な緑地の配置計画は、地域制緑地の保全継続、施設緑地の充実、『緑の回廊』づくりによ

るネットワークを連結強化することにより、緑の均衡ある配置を目指します。 

 

  ■総合的な緑地の配置計画 

配置方針 配置計画（施策） 

まもる緑 

１.歴史資源と一体となった緑地の保全 

２.琵琶湖湖岸や河川緑地の保全 

３.里山や樹林地の保全 

４.生物多様性保全への取り組みや外来種対策の推進 

５.農地の保全 

つくる緑 

１.都市公園の充実 

２.公共公益施設の緑化の充実 

３.民間施設の緑化の推進 

つなぐ緑 １.『緑の回廊』づくり 

育てる緑 

１.緑の活動への助成 

２.緑のコミュニティ活動の推進 

３.緑のボランティア育成の推進 

４.緑の顕彰制度の充実 

５.緑のイベント、環境教育、情報発信 
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凡    例 

 歴史資源と一体となった緑 

 歴史資源(社寺) 

 里山や樹林地・山林 

 琵琶湖沿岸の緑地 

 農地 

 緑の拠点(主要な公園等) 

 新規配置公園（計画） 

 緑のネットワーク(街路) 

〃   (水辺) 

 鉄道駅 

総合的な緑地配置計画図 

鈴鹿山脈 

琵琶湖 

彦根駅

南彦根駅

河瀬駅

稲枝駅

ま
も
る
緑 

つ
く
る
緑

つ
な
ぐ
緑 

育てる緑 
・緑の活動への助成、緑のコミュニティ

活動の推進 

・緑のボランティア育成の推進 

・緑のイベント、環境教育、情報発信 

・歴史資源や文化財と一体となった緑のネットワーク 

・都市の景観(水辺や街路)を構成する緑のネットワーク

・健康レクリエーションのネットワーク 

・生物の生息環境保全のネットワーク 

金亀山 

（金亀公園）
鳥居本公園

福満公園

佐和山

大堀山

雨壺山 

（千鳥ヶ丘公園）庄堺公園

旭森公園

曽根沼 

1.鳥居本地域 

京町公園 
（街区公園） 

2.旧城下町地域

3.新市街地地域

5.南彦根駅東地域

7.稲枝地域 

地区公園 

河瀬公園 
（近隣公園）

金城公園 
（近隣公園）

（仮称）彦根総合運動公園 

 

4.彦根駅東地域 

6.河瀬地域

荒神山 

（荒神山公園）

野田山公園



 

 

 

 

 

 

第８章 緑地の保全および緑化の推進のための施策 
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 第８章 緑地の保全及び緑化の推進のため施策 

緑地の保全・緑化の推進に関わる具体的な施策の方針を作成します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● 施策の体系を次頁に示します。 

● 各施策について、その次の頁から具体的な内容を記述します。 
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■施策の体系 

基本理念 基本方針 施策の方針 施策 具体的な事業 

 

緑
と
歴
史
が
お
り
な
す
風
格
の
あ
る
ま
ち 

～
彦
根
城
を
中
心
に
、
市
域
を
つ
な
ぐ
緑
の
回
廊
づ
く
り
～ 

ふるさとの緑をまもります（まもる緑） 

■彦根城など歴史資源と一体となった良好な緑、社

寺林を守ります。 

■琵琶湖の湖岸と川辺の緑を守ります。 

■ふるさとの風景となる里山と農地の緑を守りま

す。 

受け継がれた歴史の緑を守る １.歴史資源と一体となった緑地の保全

（1）国定公園指定、特別史跡指定、名勝指定の維持 

（2）伝統的建造物群保存地区による保全の維持 

（3）都市公園による保全の維持 

（4）保存樹、保存樹林の指定拡大と育成 

ふるさとの風景として 
河川・山林・農地の緑を守る 

２.琵琶湖湖岸や河川緑地の保全 

（1）琵琶湖湖岸緑地、河川緑地指定の維持 

（2）河川緑地の整備・管理の推進 

（3）琵琶湖湖岸緑地の自然環境維持・保全 

3.里山や樹林地の保全 

（1）里山の自然環境の維持・保全 

（2）風致地区指定の維持 

（3）保安林指定の維持 

（4）地域森林計画対象民有林の指定維持 

4.生物多様性保全の取組や外来種対策

の推進 

（1）生物多様性保全の取組の推進 

（2）外来種対策による在来種の生息・生育環境の保全 

5. 農地の保全 （1）多様な機能を持つ農地の活用と保全 

彦根市らしい緑をつくります（つくる緑） 

■都市公園等を適正に配置・整備していきます。 

■国民スポーツ大会開催に向け、必要な公園整備を

行います。 

■公共公益施設や民間施設の緑化を推進します。 

公園・緑地の整備と道路・公共公
益施設・民間施設の緑化 

1.都市公園の充実 

（1）都市公園等の整備 

（2）利用者ニーズをふまえた都市公園の魅力向上 

（3）都市公園の管理 

（4）都市計画の見直し 

2.公共公益施設の緑化の充実 
（1）公共公益施設の緑化の充実 

（２）学校施設の敷地やグラウンド外周部等の緑化推進 

３.民間施設の緑化の推進 

（1）児童遊園の維持・改修、社寺境内地の緑の維持・保全 

（２）住宅地、工業地、商業地等の緑化推進 

（３）民有地緑化促進のための情報提供 

地域の歴史資源を緑でつなぎます（つなぐ緑） 

■歴史・文化資源や主要な公園等の緑の拠点をつな

ぐ『緑の回廊』（ネットワーク）づくりを進めま

す。 

『緑の回廊』づくりの推進 1.『緑の回廊』づくり 

（1）散策路や歩行者道路等の整備・創出 

（２）河川緑地、湖岸緑地の維持・整備 

（３）緑化道路の維持・整備 

地域の身近な緑をみんなで育てます（育てる緑） 

■市民の協働により、みんなで緑を育てるシステム

づくりを進めます。 

■豊かな自然や公園、歴史資源と一体となった緑の

活用を図ります。 

緑の市民活動の促進 

１.緑の活動への助成 

（1）ひこね市民活動促進助成事業（市民活動団体が自立的に行う社会貢献

活動） 

（２）緑化基金の創設 

（３）「緑の募金」生活環境の緑づくり事業（樹木の配布等） 

２.緑のコミュニティ活動の推進 
（1）彦根市まちづくり推進事業総合補助金（コミュニティ活動推進事業に

よる緑化活動等） 

３.緑のボランティア育成の推進 （1）緑のアダプトプログラムの推進 

地域の花と緑の育成 ４.緑の顕彰制度の充実 （1）花と緑の顕彰制度の充実 

緑の普及啓発 ５.緑のイベント、環境教育、情報発信
（1）緑のイベント開催、環境教育の推進 

（2）緑の情報発信 
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 ８-１ まもる緑 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（2）風致地区指定の維持 

具体的な事業 施  策 

■彦根城など歴史資源と一体となった良好な緑、社寺林を守ります。 

■琵琶湖の湖岸と川辺の緑を守ります。 

■ふるさとの風景となる里山と農地の緑を守ります。 

ふるさとの緑をまもります（まもる緑） 
■彦根城など歴史資源と一体となった良好な緑、社寺林を守ります。 
■琵琶湖湖岸と川辺の緑を守ります。 
■ふるさとの風景となる里山と農地の緑を守ります。 

（4）地域森林計画対象民有林の指定維持 

基本方針 

（1）里山の自然環境の維持・保全 

1．歴史資源と一体となった緑地の保全 

5．農地の保全 

（2）河川緑地の整備・管理の推進 2．琵琶湖湖岸や河川緑地の保全 

（1）多様な機能を持つ農地の保全と活用 

（3）保安林指定の維持 

（1）琵琶湖湖岸緑地、河川緑地指定の維持 

（2）外来種対策による在来種の生息・生育環境の保全 

（3）都市公園による保全の維持 

（1）生物多様性保全の取組の推進 
4．生物多様性保全の取組や外来

種対策の推進 

（1）国定公園指定、特別史跡指定、名勝指定の維持 

（2）伝統的建造物群保存地区による保全の維持 

（4）保存樹、保存樹林の指定拡大と育成 

3．里山や樹林地の保全 

（3）琵琶湖湖岸緑地の自然環境維持・保全 
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１. 歴史資源と一体となった緑地の保全 

時の流れが育んだ彦根市の緑は、彦根城の緑に代表されるように、悠久の時の流れを感じさせ

てくれます。これらの緑は歴史の街、彦根市のアイデンティティの構成要因として重要な位置づ

けにあるため、積極的な保全活用策が必要です。 

（１）国定公園指定、特別史跡指定、名勝指定の維持 

  ①国定公園指定 

国定公園は、琵琶湖を中心に周辺の「山地地区」及び琵琶湖に隣接した「彦根城地区」と、「荒

神山地区」などに分離した形で公園区域が指定されています。 

彦根城地区は国宝彦根城周辺を含め金亀公園の区域内となっており、荒神山地区は大半が風致

地区及び荒神山公園として保全されています。 

国定公園の指定を継続するとともに、市民協働等により緑の育成を進めるものとします。 

■彦根城周辺（航空写真） 

 

 

 

 

 

②特別史跡指定（現況：彦根城跡等） 

彦根市には史跡として、特別史跡の彦根城跡、史跡として彦根藩主井伊家墓所、荒神山古墳が

あります。これらは風致地区指定などを合わせ重点的な保全が図られており、今後も指定の維持、

緑の育成を進めます。 

③名勝指定の維持（現況：玄宮楽々園等） 

玄宮楽々園、旧彦根藩松原下屋敷お浜御殿は、名勝としては今後も保全していきます。 

■彦根藩主井伊家墓所                            ■旧彦根藩松原下屋敷お浜御殿 

  

 

 

 

 

 

資料：彦根市ＨＰ 

資料：彦根市教育委員会ＨＰ
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④その他（現況：中山道） 

中山道は修景整備を行った箇所の維持管理や松並木の維持保全を進めます。 

（2）伝統的建造物群保存地区による保全の維持 

彦根の城下町の南東部に位置する河原町、芹町は、慶長 9 年(1604 年)7 月から始まった、彦

根城の築城に伴う新たな城下町の建設に起源を有し、城下町の人々が集まる繁華街として栄えた

伝統的なまちなみが今なお残されており、伝統的建造物群保存地区に指定されています（約

5.0ha、平成 28 年 7 月 25 日選定）。 

これらのまちなみは、『緑の回廊』に取り込み、緑の拠点やその他の歴史的資源とのネットワー

ク化により、舗装の美装化や伝統的建造物以外の景観的な協調整備を進めます。 

                ■伝統的建造物群保存地区の建築物等 

 

 

 

 

 

 

資料：伝統的建造物群保存地区（彦根市ＨＰ） 

（３）都市公園による保全の維持 

国宝彦根城は、総合公園の金亀公園（37.9ha）、雨壺山は千鳥ヶ丘公園（10.08ha）、荒神山

は荒神山公園（16.5ha）として、都市計画公園による保全が図られており、今後も、継続して

これら歴史性のある貴重な資源を保全や再整備を進めます。 

また、稲枝駅西側地区などにおいては、歴史資源を生かした都市公園整備により歴史資源の保

全を図っていきます。 

■雨壺山（千鳥ヶ丘公園）                          ■荒神山（荒神山公園） 
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（４）保存樹、保存樹林の指定拡大と育成 

本市には、保存樹 11 本、保存樹林 4.27ha が指定されています。彦根城内にみるタブ・シイ

などの照葉樹林や芹川のケヤキ並木などは、彦根の緑の歴史を感じさせる貴重な資源で、地域の

ふるさとの景観として親しまれ、郷土の豊かな風土と文化を育んできました。 

また、鎮守の森に代表される社寺林の緑や、街中にみる広場や史跡の緑は住民の心にやすらぎ

を与え、地域の習俗や伝承と結びつき、固有の文化の形成に役立ってきました。 

これら保存樹、保存樹林や社寺林は、郷土の豊かな風土と文化を育んでおり、今後の指定拡大

とあわせ、樹木や樹林の育成を進めます。 

■保存樹・保存樹林                               ■社寺林（河瀬神社） 

 

 

 

 

 

 

          資料：井伊神社のしだれ桜（一般ＨＰより）                       
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 ２. 琵琶湖湖岸や河川緑地の保全 

 

（１）琵琶湖湖岸緑地、河川緑地指定の維持 

都市緑地としては、現在、琵琶湖湖岸緑地5箇所（計58.48ha）、河川緑地4箇所（計363.5ha）

が指定されており、これらの緑地はレクリエ－ション、防災、環境保全などの都市機能を担って

います。河川緑地については、芹川、犬上川、宇曽川、愛知川の 4 河川をはじめとした 16 箇所

の一級河川が存在し、芹川、犬上川、宇曽川、愛知川は、河川緑地や風致地区に指定され、保全

されています。また、市街地に近い芹川の一部にはサイクリングロ－ドや並木道が整備されてお

り、サイクリングや散策等、市民のレクリエーションの場としても親しまれています。 

今後も、周辺の山々から流れ出た河川とその河口部の琵琶湖湖岸の緑地を保全するため、河川

緑地指定を継続します。 

  ■琵琶湖湖岸緑地                                ■河川緑地（宇曽川） 

 

 

 

 

           

 

（２）河川緑地の整備・管理の推進 

琵琶湖緑地は都市計画決定された 69.0ha のうち 58.48ha が供用開始されていますが、河川

緑地は都市計画決定された 363.5ha は未供用の状況となっています。 

河川緑地は豊かな自然が残されているため、すでに一定のみどりの機能が確保されている区域

といえますが、今後、関係機関と協議の上、整備に向けた協議を行っていく方針とします。また、

河川緑地の保全のため、適切な管理を市民との協働による実施を検討していきます。 

（３）琵琶湖湖岸緑地の自然環境維持・保全 

曽根沼は、現在、琵琶湖湖岸緑地（30.4ha）として保全され、国定公園、風致地区、景観形

成地区、湖岸緑地などの保全整備策が講じられ、琵琶湖の自然とふれあえる場として親しまれて

います。緑化の視点に立てば、湖岸が水遊び場という特性から、松林に代表される利用機能の緑

が見受けられ憩いの場として親しまれており、今後も保全を継続します。 
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 3. 里山や樹林地の保全 

（1）里山の自然環境の維持・保全 

鈴鹿山脈に連なる山々の緑と、近江平野を横断する河川に存在する河辺林や、アイランド状に

残された荒神山、雨壺山の自然林は、農の緑と一体化して、彦根のふるさとの風景を形成すると

同時に、野鳥や昆虫、小動物など、多様な生き物の生息空間としても重要な役割を果たしていま

す。特に市街地に近い自然緑地は、農地同様のヒ－トアイランド現象抑制効果や水源涵養機能を

有し、地域レベルでの微気象調節や都市防災面で大きく貢献しています。 

これらの貴重な自然環境を維持・保全す

るため、樹木や竹等を伐採するなど適切な

里山管理を推進し、適切な維持・保全に努

めます。本市では、市民協働による千鳥ヶ

丘公園での里山管理や、河川緑地の管理、

自然の大切さを体験する環境教育や自然観

察会などを実施しており、今後もこれらの

活動を継続・展開していきます。 

（2）風致地区指定の維持 

市街地に接する山裾の林は、かつては薪炭林として利用され、落ち葉は堆肥として利用される

など、人々の生活とのかかわりの中で維持されてきた里山の緑です。 

里山は、一般的に雑木林として親しまれており、多様な野鳥や昆虫、小動物の生息地や、草花

が生育する豊かな自然環境が残されています。 

これらの里山の緑は概ね風致地区に指定されています。里山の緑を守るために、今後も現行の

風致地区指定を維持していきます。また、これらの緑は、身近な自然とふれあう環境教育や森林

浴などのレクリエ－ションの場として重要であり、積極的に保全活用策を講じていきます。 

■彦根城風致地区                                ■大堀山風致地区 

 

 

 

 

 

 

 

■荒神山 
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 （3）保安林指定の維持 

保安林は、水源の涵養、土砂の崩壊その他の災害の防備、生活環境の保全・形成等、特定の公

益目的を達成するため指定される森林で、それぞれの目的に沿った森林の機能を確保するため、

立木の伐採や土地の形質の変更等を規制しています。 

本市の保安林は、風致地区内を中心に、現在、311.1ha が指定されており、今後も指定を維

持し緑の保全を図っていきます。 

（4）地域森林計画対象民有林の指定維持 

地域森林計画は、森林の有する水源涵養機能や山地災害防止機能といった公益的機能や、木材

資源等を循環的に利用できるよう森林の保全・整備や林業に関する基本的な事項を定めています。 

また、地域森林計画の対象とする森林については、林地開発許可制度が適用されるほか、伐採

及び伐採後の造林の届出や森林の土地の所有者が届出を行う必要があります。 

本市には、都市計画区域（9,828ha）の 25.8％にあたる 2,535.2ha の森林が指定されてお

り、今後も指定を維持し緑の保全を図っていきます。 
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 ４. 生物多様性保全の取組や外来種対策の推進 

（１）生物多様性保全の取組の推進 

平成 22 年 10 月、「いのちの共生と未来に」をテーマに、生物多様性条約第 10 回締約国会議

（COP10）が愛知県で開催され、「自然と共生する」世界を実現するために、生物多様性の主流

化などの目標が掲げられました。彦根市では、「彦根市環境基本計画および地域行動計画」の理念

に「多様性を大切にする文化」として盛り込み、生物多様性に関する事項に優先順位をつけて対

応しています。自然林の保護や里山の保全だけでなく、公園や街路樹など市街地の中の緑も生物

の生息空間となっていることから、市街地でも生物多様性保全に取り組みます。 

 

■彦根市での取り組み 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

       

  

○市民ボランティアとの協働・活動支援 

 「彦根城オニバスプロジェクト」 

彦根城に自生するオニバス(彦根市天然記念物)の保護活動。 

 「ネイチャーズ新海浜」 

ハマゴウ、ハマエンドウの保護活動。 

ナガエツルノゲイトウ駆除大作戦。 

 

 

○環境学習出前講座 

小学校・放課後児童クラブ・自治会などへ出向いて、環境をテーマに講座を開催。平

成 28 年度は延べ 3,000 人以上受講。 

湖岸や内湖での体験活動。小学校の子どもたちが学習した成果を商業施設などで展

示。 

○大学・学生が実施する調査研究への協力 

「タチスズシロソウの生育調査」「カヤネズミの巣の保全」「カメの寄生虫研究」「ミシ

シッピアカミミガメの食害」 

○啓発活動  

広報ひこねで特集記事掲載、市ホームページ掲出、各イベントでのパネル展示。自然

観察会（年間 10 回）、レッドデータブックひこね発行（平成 17 年 3 月）。 



 

 

 

８ － 11 

 

（２）外来種対策による在来種の生息・生育環境の保全 

外来由来で、生態系、人の生命・身体、農林水産業に被害を及ぼすおそれのある生物（国指定

の特定外来生物と、県指定の滋賀県指定外来種）について対策を行っています。また、彦根市に

古くから存在する在来植物や郷土種の保全・活用を図るために、市内で新規で植栽する場合（公

園植栽、街路樹など）には、彦根市に古くから存在する在来植物や郷土種の使用を検討します。 

■彦根市での外来種対策 

※（特）…特定外来生物、（県）…滋賀県指定外来種 

■外来種対策を実施している外来生物の例 

 

 

 

 

       アライグマ    ナガツルノゲイトウ     ブラックバス 

 

 

    

 

          ハクビシン   オオバナミズキンバイ     ブルーギル 

外来種 生態系への影響 対策 

アライグマ（特） 生態系や生活環境・農業への影響
が大きい。 

わなによる捕獲を実施。専門業
者へ委託。市職員もわな免許取
得。 ハクビシン（県） 

ナガエツルノゲイトウ（特） 
生態系・農業・漁業への影響が大
きい。 

琵琶湖外来水生植物対策協議
会に参加。大学・学生・市民ボ
ランティア・県および市などの
関係機関と協働で駆除。 

オオバナミズキンバイ（特） 

ミシシッピアカミミガメ 
彦根市天然記念物である彦根城
のオニバスへの影響が大きい。 

市民団体と協力して駆除を実
施。 

ブラックバス（特） 

琵琶湖の在来種への影響が大き
い。 

琵琶湖に生息する外来魚対策
は主として県が実施だが、その
協力として 
外来魚回収ボックス（13 か所）
と回収いけす（1 か所）を市内
に設置。 

ブルーギル（特） 

上記以外の生物 - 

種や数など状況に応じ、生き物
の同定や現地確認する等、県他
関係機関と連携し臨機応変に
対応。 
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５. 農地の保全 

（１）多様な機能を持つ農地の保全と活用 

彦根市は、近江平野に位置することから市域の約３2％が農地となっています。このため、田

園は市民が常日頃親しんでいる最も身近なふるさとの風景といえます。 

農地の果たす役割として、最近ではヒ－トアイランド現象の抑制効果や、雨水の保水などの都

市気象緩和や水源涵養の機能を併せ持つことが確認されており、これらの機能・効果は、市街地

に近接する地域において特に重要となっています。また、農地は、レクリエ－ションの面でも注

目されており、土とのふれあいや収穫を楽しむ農業体験の場としても活用が期待されています。 

市内の農地には、農地の水源として琵琶湖と一体化した小水路（クリーク）が一部残されてお

り、かつての水郷景観を形成しています。この小水路は、利水機能ばかりではなく、その構造が

土、草、石、木杭などに拠ることから、そこは生物の生息地として捉えられ、生物多様性保全の

視点からも保全の必要性が高いといえます。多様な機能をもつ農地を適切に保全するために、助

成策等ソフト面での支援についても今後検討し、緑豊かな市街地形成を図っていきます。 

なお、市街化区域内農地については、平成 29 年の生産緑地法一部改正により国では生産緑地

の保全・活用を推進していますが、現在、市内には生産緑地に指定している区域はありません。

法改正を活用した事業展開は、今後、先進事例等を参考に検討していきます。（田園住居地域の指

定など） 

 

■市域南部の農地 
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 ８-２ つくる緑 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

具体的な事業 施  策 

彦根市らしい緑をつくります（つくる緑） 
 

基本方針 

■都市公園等を適正に配置・整備していきます。 
■国民スポーツ大会開催に向け、必要な公園整備を行います。 
■公共公益施設や民間施設の緑化を推進します。 

（1）都市公園等の整備 1．都市公園の充実 

2．公共公益施設の緑化の充実 

（2）学校施設の敷地やグラウンド外周部等の緑化推進 

（1）公共公益施設の緑化の充実 

（2）利用者ニーズをふまえた都市公園の魅力の向上 

（1）児童遊園の維持・改修、社寺境内地の緑の維持・保全 3．民間施設の緑化の推進 

（4）都市計画の見直し 

（3）都市公園の管理 

（2）住宅地、工業地、商業地等の緑化推進 

（3）民有地緑化促進のための情報提供 
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 １. 都市公園の充実 

（１）都市公園等の整備 

都市においては環境保全、レクリエ－ション、都市景観、防災等の効果に著しい機能を発揮し、

快適で安全な都市環境を提供するとともに、地域コミュニティのふれあいの場としても親しまれ

ています。住区基幹公園は、日常的なレクリエーション機能の充実という視点にとどまらず、防

災機能、生活環境基盤の充実という視点からも重要であることから、各地域別の整備すべき公園

量算出を踏まえ、整備充実を図ります。 

2024 年に開催が予定されている国民スポーツ大会に向け、開催会場である（仮称）彦根総合

運動公園が整備(県事業)されるのにあわせ、隣接する金亀公園との一体的な利用が図られるよう、

金亀公園の公園施設の改修整備・更新を行います。 

■庄堺公園（地区公園）       ■金亀公園（総合公園） 

 

 

 

 

 

 

 

（２）利用者ニーズをふまえた都市公園の魅力の向上 

整備された都市公園の中には、公園施設の老朽化の進行や公園利用者のニーズに合わない等、

その魅力を十分発揮できていない公園もあります。平成29年６月に改正された都市公園法（昭

和31年法律第79号）による新しい制度を活用することで、NＰＯ法人や企業等の民間主体との

連携による公園の利活用や、利用者のニーズをふまえた公園整備に取り組みやすくなりました。

彦根市においても、市街地の都市公園などについてこれらの制度の導入による公園の管理・運営

について検討していきます。 

 

① 公募設置管理制度（Park-PFI） 

「公募設置管理制度」（Park-PFI）は、飲食店、売店等の公園利用者の利便の向上に資する

公園施設の設置と、当該施設から生ずる収益を活用してその周辺の園路、広場等の整備、改修等

を一体的に行う者を、公募により選定する制度です。カフェやレストランなどの設置など、民間 
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事業者の創意工夫を取り入れることで、公園の魅力向上が期待できます。また、公園整備や管理

にかかる財政負担の軽減が期待できます。 

彦根市においては、一定のまとまった面積と利用者が見込まれる総合公園（例：千鳥ヶ丘公園

など）にて「公募設置管理制度」（Park-PFI）の活用の可能性を検討していきます。 

 

■Park-PFIのイメージ 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：国土交通省資料 

②緑地・緑化推進法人（みどり法人）  

平成 29 年 6 月に施行された「都市緑地法等の一部を改正する法律案」により、緑の担い手と

して民間主体を指定する制度が拡充され、緑地・緑化推進法人（みどり法人）の指定権者が知事

から市区町村に変更になり、指定対象にまちづくり会社等が追加されました。彦根市においては、

一定のまとまった面積と利用者が見込まれる総合公園（例：千鳥ヶ丘公園など）にて「みどり法

人」制度の活用の可能性を検討していきます。 

 

③市民緑地認定制度  

市民緑地認定制度は、平成 29 年 6 月に施行された「都市緑地法等の一部を改正する法律案」

により創設された制度で、都市部の緑地・オープンスペースが不足している地域において、ＮＰ

Ｏ法人や企業等の民間主体が公園と同等の空間を創出する取り組みを促進するものです。緑化地

域や緑化重点地区内の市民（土地所有者）は、ＮＰＯ法人や企業等が設置・管理する認定市民緑

地に土地利用の貸借契約を締結し、固定資産税・都市計画税の軽減を受けることができます。 

彦根市においては、都市部の緑の確保を図るため、ＮＰＯ法人や企業、地元の自治会等との協

働による、これらの制度の導入検討を行っていきます。 
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（３）都市公園の管理 

公園に対する市民ニーズに対応し、市民が安全・快適に公園を利活用できるために、公園の持

つ多様な機能を活かし、効率的かつ効果的に公園の管理運営を進めます。また、前項で述べた、

法改正による新規制度の導入による公園の管理・運営についても検討を進めます。 

 【都市公園における管理運営の仕組みづくり】 

都市公園の基本方針と事業の方向性を示し、公園の特性に応じた管理運営についての仕組みづ

くりに取り組みます。また、事後的な維持管理から予防保全的な維持管理への転換を図ります。 

 【協働による都市公園の管理運営】 

 公園を利用する市民とともに、公園の安全性、快適性及び魅力の向上を図る取り組みを行い、

公園の質の向上を図ります。 

 現在、千鳥ヶ丘公園においては、休息の場、レクリエーションの場を安全で安心な状態に保つ

ように、地元自治会と作業範囲を決め、維持管理契約を結び、伐竹、低木苅込、除草、清掃作業

を行っています。市内の他の公園でも、このような地元自治会との協働による公園の日常的な管

理の仕組みの展開を図っていきます。 

 【指定管理者制度による都市公園の管理運営】 

総合公園などの大規模公園は、既に導入している指定管理者制度による管理運営の検証を行う

とともに、制度の活用を推進します。 

滋賀県立彦根総合運動場は、2024 年開催の国民スポーツ大会の主会場として活用できる都市

計画公園「（仮称）彦根総合運動公園」に再整備されます。また、市管理の金亀公園も主会場の整

備と合わせ一体的な公園として再整備を行います。これらの公園は、国体等の終了後も有効利用

され、賑わいの創出につなげていけるように、滋賀県と連携して、彦根城をはじめとする周辺景

観との調和を図りながら整備を進めることとしており、前項で述べた、「公募設置管理制度

（Park-PFI）」や「みどり法人」などを活用した公園の管理・運営の仕組みについて検討します。 

【都市公園の再整備】 

公園開設からの経過年数などにより優先順位をつけ、市民ニーズに合った公園の再整備、施設

更新を行います。また、公園施設のバリアフリー化や防災機能の強化を推進し、利便性や安全性

の向上を図ります。 
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（４）都市計画の見直し 

これまでの都市計画は、人口増加や経済の発展、市街地の拡大を前提として決定されてきまし

たが、今後は、人口減少や少子高齢化の急速な進展など都市整備を取り巻く社会情勢は大きく変

化することが予測されており、これらの課題に対応する必要があります。 

公園の不足エリアには今後も新規整備を行っていきますが、都市計画決定されてから長期間未

整備となっている公園予定地については、厳しい財政状況や宅地化などの進行などにより用地取

得が困難な状況にあることから、周辺の公園配置状況などをふまえるとともに、計画の必要性や

実現性を検証し、地域住民と合意形成を図りながら、機能集約やより適切な場所への計画の見直

しを検討します。 

 

 

 ２. 公共公益施設の緑化 

（１）公共公益施設の緑化の充実 

市民をはじめ観光客など多くの人が利用する市役所、支所、その他公共公益施設は、生活の中

心的な場所となっており、緑豊かな都市空間を形成するため緑化を推進します。 

また、彦根市内には JR 東海道本線、近江鉄道本線、多賀線、東海道新幹線が整備されていま

す。鉄道路線沿いには緑の法面がある部分も多く、都市の景観を構成する要素の一つとなってい

ます。市内に９箇所ある駅は、賑わいや出会いの場として人々の生活に密着した場所であり、駅

前広場や駅前道路などには賑やかでシンボル性を高める花と緑の演出を行います。 

 

■彦根市文化プラザ          ■彦根駅前広場 
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（２）学校施設の敷地やグラウンド外周部の緑化推進 

彦根市内には、大学３校、高等学校７校、中学校 8 校、小学校 17 校があります。子どもたち

の学習の場として、緑豊かな環境づくりを推進します。また、学校は災害時の避難場所にも指定

されています。災害時の復旧活動の拠点として利用できるよう、グラウンドなどは空地を確保し

つつ外周部は緑化するなど、配慮しつつ緑化を進めていきます。 

■学校緑化（鳥居本小学校） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ３. 民間施設の緑化 

（１）児童遊園の維持・改修、社寺境内地の緑の維持・保全 

民間開発等に伴う児童遊園、社寺境内地は身近な緑地として日常生活における憩いの場となっ

ています。彦根市内には社寺林が多く点在しており、鎮守の森として彦根の歴史を伝える重要な

資源となっています。 

民有地にある児童遊園、社寺境内地の緑を維持・保全を行い、公共施設緑地の充実と合わせて、

緑豊かな市街地形成を進めます。 

■社寺境内地の緑                              

 

 

 

 

 

 

 

                                        資料：彦根観光協会            
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（２）住宅地、工業地、商業地等の緑化推進 

  【住宅地の緑化】 

住宅地は、もっとも市民生活に密着した空間です。住宅地を緑化することにより、緑に囲まれ

たうるおいのある生活空間を創出し、豊かな生活環境とコミュニティ形成を図ることができます。 

また、その緑は、周辺環境と一体化し連続性を持たせることにより、緑のネットワークを構成

する要素として重要な役割を果たすことから、住宅地の緑化を今後も積極的に推進します。 

   ■ 住 宅 地 の 緑 化  

 

 

 

 

 

                                                                             資料：彦根市ＨＰ 

  【工場緑化】 

工場の緑化は、工場環境の改善や従業員の厚生面に役立つほか、地域景観の向上や都市環境改

善など周囲の環境に与える影響が大きいといえます。都市の活力を支える経済基盤として、また

地域の環境改善および景観向上に重要な役割を果たす工場の緑化施策を推進します。 

■工場緑化による緑 

 

 

 

 

 

 

資料：昭和アルミニウム缶株式会社（ＣＳＲレポート） 

 

  【商業地緑化】 

銀座や京町などの市域中心部にある商店街は、沿道と建物が近接しているところが多く、街路

樹などの緑が少ないことから、人々の目を楽しませてくれるような花壇などの花や緑づくりを進

めます。 
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（３）民有地緑化推進のための情報提供 

民有地緑化を推進するため、民有地緑化の方法や助成制度などについて、彦根市の広報やホー

ムページなどで様々な情報提供を行っていきます。また、一定規模以上の建築物に対して緑化を

義務づける「緑化地域制度」の導入を検討するとともに、独自の認定制度などで評価して、民有

地緑化の取り組みの支援を検討していきます。 
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 ８-３ つなぐ緑 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

具体的な事業 施  策 

地域の歴史資源を緑でつなぎます（つなぐ緑） 
 

基本方針 

■歴史・文化資源や主要な公園等の緑の拠点をつなぐ『緑の回廊』（ネットワーク）

づくりを進めます。 

（1）散策路や歩行者道路等の整備・創出 1．『緑の回廊』づくり 

（2）河川緑地、湖岸緑地の維持・整備 

（3）道路緑化の維持・整備 
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 １. 『緑の回廊』づくり 

彦根市の緑の拠点を結ぶ『緑の回廊』は、「歴史資源や文化財と一体となった緑のネットワーク」、

「健康・レクリエーションのためのネットワーク」、「生物の生息環境保全のためのネットワーク」、

「都市の景観を形成するネットワーク」の 4 つの基本となる役割を有しています。4 つの役割毎の

ネットワークの内容は以下のとおりです。 

■『緑の回廊』の構成 

〇歴史資源や文化財と一体となった緑のネットワーク 

・歴史資源を有する公園や歴史的な街並みのエリアや社寺林などの緑と、河川沿いや道路の連続

性のある緑とのネットワークを形成します。 

〇健康・レクリエーションのネットワーク 

・健康づくりや緑とふれあえる機能を有する公園などを拠点として、河川沿いや道路により連絡

し、健康づくりや散策空間として機能するネットワークを形成します。 

〇生物の生息環境保全のネットワーク 

・琵琶湖、市東部の山、里山、川、農地、公園・街路樹など、生物の生息空間や移動経路を形成

する緑を保全し、生物の生息環境保全に配慮した緑のネットワークを形成します。 

〇都市の景観を形成するネットワーク 

・彦根市の特徴となる市東部の山、里山、河川、農地などの自然景観や歴史資源、良好な街並み、

街路樹などによる緑のネットワークを形成します。 
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『緑の回廊』の整備にむけた主な施策は以下のとおりです。 

■『緑の回廊』の整備にむけた主な施策 

（１）散策路や歩行者道路等の整備  

（２）河川緑地、湖岸緑地の維持・整備 

（３）道路緑化の維持・整備 

（１）散策路や歩行者道路等の整備 

  彦根市の緑の拠点を結ぶ『緑の回廊』として、散策路や歩行者道路等の整備を行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

・散策 ………………… 彦根城周辺や夢京橋キャッスルロード、伝統的建造物群保存地区 

                      などを散策する市民、観光客の回遊ルートに供します。 

・ウォーキング ……… ウォーキング用のカラフルなスポーツウエアに身を包み、健康維 

                      持・美容などの目的で、足早に歩く・語る、市民や（仮称）彦根 

                      総合運動公園来訪者の回遊ルートに供します。                   

・ランニング ………… 『緑の回廊』周辺の市民や（仮称）彦根総合運動公園来訪者が様々

なスポーツの基礎づくり、マラソンのためのトレーニングなどの 

利用に供します。 

・サイクリング ……… （仮称）彦根総合運動公園来訪者や観光客などに対し、市内にあ

るレンタサイクルなどを利用し易くし、琵琶湖湖岸ルートなど彦

根市の広域的な観光やスポーツトレーニングなどに供します。 
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（２）河川緑地、湖岸緑地の維持・整備 

彦根市内には、琵琶湖をはじめ、数多くの河川・水路、沼があります。なかでも芹川、犬上川、

愛知川、宇曽川の河岸には河辺林が続き、都市空間の中で緑豊かな自然景観をもたらす貴重な資

源となっています。散策路やランニング、サイクリングのルートとしての活用や、市民協働によ

る水辺空間の維持管理などを行っていきます。また、荒神山周辺には曽根沼、野田沼など内湖が

あり、生物の貴重な生息・生育空間となっていることから、保全を図りつつ環境教育の場などの

活用を図っていきます。 

    ■芹川のけやき並木                                ■彦根城の桜 

 

 

 

 

 

 

 

                                                                            資料：彦根観光協会 

（３）道路緑化の維持・整備 

『緑の回廊』を形成する要素の 1 つとして、道路緑化があります。都市のオ－プンスペ－スで

ある道路は、緑化することにより、うるおいのある景観が創出され、都市のイメ－ジが大きく様

変わりします。同時に、道路の緑が緩衝帯となり災害時には防火、家屋の崩壊防止機能を発揮し、

都市の防災効果が大きく向上します。既存道路の緑化を維持・保全するとともに、新たな幹線道

路などの緑化を促進します。特に避難路に指定されている道路については、緑化を行うなど防災

機能の強化を図ります。 

■道路緑化（夢京橋キャッスルロード北方向） 
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彦根ＩＣ
ひこね芹川駅 

鳥居本駅

フジテック前駅 

『緑の回廊』配置図 

芹川のけやき並木 

彦根城の桜 

多賀大社前駅 

曽根沼 

神上沼 

野田沼 

彦根駅 

稲枝駅 

河瀬駅 

南彦根駅

彦根口駅

高宮駅

凡    例 

    『緑の回廊』 

    緑の拠点(主要な公園等)

    歴史資源(社寺等) 

里山や樹林地・山林

高速道路 

    国道 

    ＪＲ東海道新幹線 

    ＪＲ東海道本線 

    近江鉄道本線 

愛知川 

河原町芹町地区伝統的建造物群保存地区 

特別史跡彦根城跡 

佐和山 

雨壺山 

（千鳥ヶ丘公園） 

金亀山 

（金亀公園）

スクリーン駅 

東山公園 

金城公園 

河瀬公園 

旭森公園 

野田山公園 

地区公園 

鳥居本公園 

荒神山 
(荒神山公園) 

鈴鹿山脈 

佐和山 
(東山公園) 

庄堺公園 

大堀山 

福満公園 

（仮称）彦根総合運動公園

『緑の回廊』の基本となる役割 

〇歴史資源や文化財と一体となった緑のネットワーク 

〇健康・レクリエーションのネットワーク 

〇生物の生息環境保全のネットワーク 

〇都市の景観を形成するネットワーク 

 

 

『緑の回廊』の整備に向けた主な施策 

（１）散策路や歩行者道路等の整備  

（２）河川緑地、湖岸緑地の維持・整備 

（３）道路緑化の維持・整備 
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 ８-４ 育てる緑 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

具体的な事業 施  策 

地域の身近な緑をみんなで育てます（育てる緑） 
 

基本方針 

■市民の協働により、みんなで緑を育てるシステムづくりを進めます。 

■豊かな自然や公園、歴史資源と一体となった緑の活用を図ります。 

（1）ひこね市民活動促進助成事業（市民活動団体が自立

的に行う社会貢献活動） 

1．緑の活動への助成 

2．緑のコミュニティ活動の推進 

（1）緑のアダプトプログラムの推進 3．緑のボランティア育成の推進 

5．緑のイベント､環境教育､情報発信 

4．緑の顕彰制度の充実 （1）花と緑の顕彰制度の充実 

（1）緑のイベント開催、環境教育の推進 

（2）緑の情報発信 

(3)「緑の募金」生活環境の緑づくり事業（樹木の配布等）

（2）緑花基金の創設 

（1）彦根市まちづくり推進事業総合補助金の活用 
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 １. 緑の活動への助成 

緑豊かなまちづくりと良好な生活環境の保全および改善を目的に、社会的に意義が認められる緑化

について、経済的、技術的に助成を行うなどの支援体制の充実を図ります。 

（１）ひこね市民活動促進助成事業（市民活動団体が自立的に行う社会貢献活動） 

この事業は、地域社会の新たな担い手として注目される市民活動団体が自主的、自立的に行う

社会貢献活動に対してその活動に必要な経費の一部を助成することにより、市民活動を応援する

事業です。 

    ■ひこね市民活動促進助成事業の概要 

事 業 の 名 称 事  業  内  容 

助成対象事業 市民活動団体が自主的、自立的に行う社会貢献活動 

助成金額等 

○設立事業 

設立を計画する団体、または設立から 1 年未満の団体の設立に係る事業

市民団体：助成対象経費の 2 分の 1（5 万円を限度） 

学生団体：助成対象経費の 10 分の 10（5 万円を限度） 

○企画事業 

設立から 1 年以上を経過した団体で、新たな企画に係る事業 

市民団体：助成対象経費の 2 分の 1（10 万円を限度） 

学生団体：助成対象経費の 10 分の 10（5 万円を限度） 

○協働事業 

複数の助成対象団体（学生団体を含む）が協働して実施する事業 

助成対象経費の 3 分の 2（10 万円を限度） 

○助成の決定 

提出いただいた申請書類を審査し、予算の範囲内で決定します。 

助成の制限(特

に留意する点) 

•1 年度について 1 団体 1 事業 （複数の事業項目への応募は不可） 

•設立事業への応募は 1 団体につき通算 1 回限り 

•他の補助制度等の支援を受けているものは対象外 

•平成28年度以前の制度で3回の助成を受けていただいた団体も応募でき

る。ただし、毎年行っている同じ事業に対する助成制度ではないため、新

たな事業を企画される場合に申請できる。 

                                                                                    資料：彦根市ＨＰ 

    ■（例）平成 27 年度の助成決定事業 

事 業 の 名 称 事  業  内  容 団  体  名 

千鳥ヶ丘公園(雨壺

山）の荒廃緑地を「里

山」に再生する事業 

雨壺山の放置されてきた荒廃緑地を市民ボランティ

アの手で手入れし「里山」に再生させる活動を続け、

今年で 12 年目に入ります。間伐や潅木伐採、下草刈

り、枝打ちなどを実施し、公園にふさわしい美林化を

進めています。また活動を継続していくために雨壺山

の美林化、荒廃予防に関心を持ち続けてもらうような

取組を展開しています。 

彦根雨壺山・護

林会 

                                                                                       資料：彦根市ＨＰ 
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（２）緑化基金の創設 

民有地緑化の推進および保全を図るために、企業や市民団体など民間からの寄附金や市費の積

み立てによる緑化基金の創設を検討します。 

この基金は、民有地などの緑化を推進するための財政的な裏付けとして、緑化事業やボランテ

ィア活動、普及啓蒙活動に対して助成を行うものです。 

（３）「緑の募金」生活環境の緑づくり事業（樹木の配布等） 

緑の募金による身近な緑づくりの支援として、生活環境の緑づくり事業（樹木の配布等）があ

ります。 

同事業は、「学校、公園等身の回りの緑づくりのため、地域住民の参加により行われる植樹に必

要な各種緑化苗木を配布する」ものであり、緑化を推進する方策として活用を進めます。 

 

 ２. 緑のコミュニティ活動の推進 

（１）彦根市まちづくり推進事業総合補助金の活用 

この補助金の対象事業には、コミュニティ活動推進事業があります。コミュニティ活動推進事

業は、「自治会等が地域の連帯感や自治意識の向上を図り、自治会等の活動の活発化と明るいまち

づくりを推進することを目的として実施する事業」です。 

コミュニティ活動推進事業の対象となる緑化活動は、小さな緑地づくりの推進、花づくり運動

の推進、清掃活動の実施、ランドマークの設置、コミュニティ掲示板または案内板の設置等の取

り組みとなっています。 
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■コミュニティ活動推進事業 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                                                  資料：彦根市ＨＰ 

 

 ３. 緑のボランティア育成 

（１）緑のアダプトプログラムの推進 

本市では、緑のアダプトプログラムとして、公共的場所の美化および保全のための「ひこねエ

コフォスター制度」が導入されています。 

美化ボランティア活動を広げるため、活動団体に対して、彦根市補助金等交付規則（平成 19

年彦根市規則第 15 号）に規定による補助制度を設けています。 
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■ひこねエコフォスター制度 

項   目 内    容 

自治体名 ・彦根市  

所属部署 ・彦根市市民環境部生活環境課 

本格導入 ・2001 年 4 月 

対象となる場所 ・一般道路、公園 

活動団体・人員と構成 
・活動団体数   ： 2 団体  

・合計登録人員 ： 220 人 

団体構成 
・環境ボランティア団体 ： 1 団体  

・地元企業             ： 1 社 

市民の役割 ・清掃・ごみ拾い、除草、情報提供、活動報告 

資料：公益法人食品容器環境美化協会、彦根市ＨＰ 

 

４. 緑の顕彰制度の充実 

（１）花と緑の顕彰の推進 

まちの緑化や花のある美しいまちづくりに功績のあった、市民や学校、企業などの団体に対す

る顕彰制度の充実を図ります。また、広報やパンフレットなどで、優秀事例などを紹介すること

により、市民の緑化に対する意識の向上及びまちの緑化推進を図ります。 

    ■緑のカーテンコンテストの部門表彰作品（2016 年特選） 

    【家庭部門】                                 【公共部門：彦根市地域総合センター】 

 

 

 

 

 

 

 

                                                                                          資料：彦根市ＨＰ 
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 ５. 緑のイベント、環境教育、情報発信 

（１）緑のイベント開催、環境教育の推進 

緑に対する啓発普及活動の活性化は、各種の緑化施策への理解・参加のきっかけをつくるとい

う意味で重要な要素となります。親子で参加できるイベントや大学などと連携した若者主体のプ

ロジェクトなど、未来を担う若者の参加を図り、都市公園の立地条件、資源、特性などに応じて、

公園の魅力を活かした緑のイベントや環境教育の推進に努めます。 

金亀公園などの市街地の公園では、市民団体が主催するイベント開催などの利活用を積極的に

推進して、まちなかの賑わい創出に努めます。 

千鳥ヶ丘公園など豊かな自然を活かした公園では、動植物の生息環境を保全しながら、市民の

日常的な健康づくりの場としての活用や、自然観察会や環境教育の場としての活用、広大な敷地

を活かしたイベントの開催等、公園の特色に応じて検討を行います。 

また、公園の紹介やイベント情報のほか、四季の花の開花情報などを発信し、公園の利活用を

促進するとともに、多くの市民に緑に対する関心を深めてもらい、緑化推進および緑に対する意

識の向上に努めます。 

■緑の普及啓発イベント 2017 みどりのつどい（苗木・種のプレゼント） 

 

 

 

 

 

 

                    資料：びわこ文化公園 2017 年 5 月 4 日開催 Walker＋ 

（２）緑の情報発信  

彦根市に多く残る貴重な河辺林や自然林の保護・保全、工場や住宅の緑化など、まちの緑化を

推進していくためには市民の協力が必要です。緑化意識の向上や緑化に対する知識向上のため、

里山保全や都市緑化の調査・研究、工場や住宅の緑化などの緑化技術に対する正しい知識や情報

について収集・発信を行い、緑を通じた交流、休養、余暇の取り組みを進めていきます。緑の情

報発信を行う拠点施設として、彦根市の緑のシンボルである金亀公園や、里山保全などの市民活

動が盛んな千鳥ヶ丘公園、荒神山公園などを位置付けます。また、近年発見された稲部遺跡を中

心とした稲枝地域の公園を歴史性のある緑の情報発信の拠点として位置付け、整備を進めます。 
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凡  例  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

       ■歴史資源や文化財と一体となった緑のネットワーク     ■健康・レクリエーションのネットワーク         ■生物の生息空間保全のネットワーク          ■都市景観を形成するネットワーク 

 

 

  

まもる緑 金亀公園（彦根城）および周辺 

・国定公園指定、特別史跡指定、名勝指定の維持 

・都市公園による保全の維持 

・保存樹、保存樹林の指定拡大と育成

つくる緑 金亀公園（（仮称）彦根総合運動公園）

・国民スポーツ大会の開催に向けた再整備の推進 

育てる緑 千鳥ヶ丘公園 

・緑の活動（里山再生事業など）の推進 

・緑のボランティア育成の推進 

・緑のイベント、緑化教育プログラムの開催

まもる緑 佐和山 

・風致地区指定の維持 

・里山の自然環境の維持・保全 

・生物多様性保全の取組の推進 

・外来種対策による在来種の生

息・生育環境の保全 

まもる緑 河原町、芹町 

・伝統的建造物群保存地区による保全の維持

金城公園

野田山公園 

金亀山 
(金亀公園) 

彦 根

南彦根駅

福満公園

庄堺公園

鳥居本公園 

荒神山 
(荒神山公園) 

鈴鹿山脈 

愛知川 

宇曽川 

佐和山 
(東山公園) 

曽根沼 

基本理念・方針 

 

【 基 本 方 針 】 

 
緑と歴史がおりなす風格のあるまち 
～彦根城を中心に、市域をつなぐ緑の回廊づくり～ 

【 基 本 理 念 】 

つなぐ緑  

・市内に点在する緑の拠点を

つなぐ『緑の回廊』づくり 

つくる緑 彦根市中部（市街地） 

・児童遊園の維持・改修、社寺境内地の維持・保全 

・市役所、図書館、文化ホールなどの公共公益施設の緑化推進 

・大学、高校、小中学校、その他学校施設の緑化推進 
・住宅地、工業地、商業地等の緑化推進 

つくる緑 河瀬公園の整備

育てる緑 彦根市中部（市街地）

・緑のコミュニティ活動の推進 

・地域の花と緑の育成 

まもる緑 彦根市東部（森林） 

・地域森林計画対象民有林の指定維持

・保安林指定の維持 

・風致地区指定の維持 

つくる緑 千鳥ヶ丘公園 

・利用者ニーズをふまえ、都市公園法の改正による

新制度の活用を検討 

稲枝駅

河瀬駅

河瀬公園

 

■都市公園等を適正に配置・整備していきます。 

■国民スポーツ大会開催に向け、必要な公園整備を行いま

す。 

■公共公益施設や民間施設緑地の緑化を推進します。 

彦根市らしい緑をつくります（つくる緑） 

まもる緑 荒神山・曽根沼 

・里山や内湖の自然環境の維持・保全 

・生物多様性保全の取組の推進 

・外来種対策による在来種の生息・生育環境の保全

まもる緑 彦根市南部（農地） 

・農業振興地域農用地区域指定の維持 

つくる緑 彦根駅駅前広場、駅前道路

・駅前広場や駅前道路の維持保全 

つくる緑 稲枝駅周辺 

・都市公園の整備（地区公園） 

まもる緑 琵琶湖湖岸や主要河川緑地 

・琵琶湖湖岸緑地、河川緑地指定の維持 

・河川緑地の整備・管理の推進 

・琵琶湖湖岸緑地の自然環境維持・保全

雨壺山 
(千鳥ヶ丘公園) 

犬上川

芹川

琵琶湖 

まもる緑 琵琶湖湖岸や主要河川緑地 

・琵琶湖湖岸緑地、河川緑地指定の維持 

・河川緑地の整備・管理の推進 

・琵琶湖湖岸緑地の自然環境維持・保全 

まもる緑 雨壺山（千鳥ヶ丘公園） 

・風致地区指定の維持 

・里山の自然環境の維持・保全 

・生物多様性保全の取組の推進 

・外来種対策による在来種の生息・生育環境の保全

実現のための施策の方針図 

 

■歴史・文化資源と水際空間をつなぐ『緑の回廊』（ネッ

トワーク）づくりを進めます。 

大堀山

地域の歴史資源を緑でつなぎます（つなぐ緑） 

旭森公園

 

■彦根城など歴史資源と一体となった良好な緑、社寺林

を守ります。 

■琵琶湖の湖岸と川辺の緑を守ります。 

■ふるさとの風景となる里山と農地の緑を守ります。 

ふるさとの緑をまもります（まもる緑） 

つくる緑  

金城公園の整備 

 

■市民の協働により、みんなで緑を育てるシステムづく

りを進めます。 

■豊かな自然や公園、歴史資源と一体となった緑の活用

を図ります。 

鉄道駅 

緑の拠点(主要な公園等) 

緑のネットワーク(街路) 

    〃      (水路) 

緑化重点地区 

つくる緑  

野田山公園の整備 

 

緑の回廊 

 

(4 つの役割^

毎の構成図) 

地域の緑をみんなで育てます（育てる緑） 
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 年　　　　　次

緑　地　種　別 ヶ所 面積(ha) ㎡／人 ヶ所 面積(ha) ㎡／人 ヶ所 面積(ha) ㎡／人 ヶ所 面積(ha) ㎡／人

住区  街　区　公　園 68 10.50 1.11 80 13.41 1.18 70 10.94 1.22 82 13.85 1.28 (1)

基幹  近　隣　公　園 2 1.30 0.14 4 4.64 0.41 2 1.30 0.14 4 4.64 0.52 (2)

公園  地　区　公　園 1 4.20 0.45 1 4.20 0.37 1 4.20 0.47 2 8.20 0.76 (3)

都市  総　合　公　園 2 47.98 5.09 3 64.48 5.67 2 47.98 5.33 3 64.48 5.94 (4)
基幹公園  運　動　公　園 1 21.80 2.42 1 21.80 2.01 (5)

基    幹    公    園 73 63.98 6.78 88 86.73 7.63 76 86.22 9.58 92 112.97 10.41 (1)～(5)の計

 風　致　公　園 (6)

 動 植 物 公 園 (7)

特殊公園 歴　史　公　園 (8)

 墓　　　　　園 (9)

 そ　　の　　他 (10)

 広　  場  　公  　園 (11)

 広  　域　  公  　園 (12)

 緩  　衝  　緑  　地 (13)

 都　  市  　緑  　地 1 3.00 0.32 5 58.40 5.14 1 3.00 0.33 5 58.40 6.49 (14)
 (河川緑地4箇所を開設した場合) (1) (3.00) (0.32) (5) (58.40) (5.14) (2.3) (65.08) (7.23) (9) (366.5) (33.8) (14')

 緑　　　　　      道 (15)

 都　     市 　    林 (16)

 国の設置によるもの (17)

  都　市　公　園　　　計 74 66.98 7.10 93 145.13 12.77 77 89.22 9.91 97 171.37 15.80 (1)～(17)の計
 (河川緑地4箇所を開設した場合) (74) (66.98) (7.10) (93) (145.13) (12.77) (79.3) (151.3) (16.81)(101) (479.47) (44.19) (1)～(14')～(17)の計

 公　共　施　設　緑　地 41 51.21 5.43 69 66.19 5.82 41 51.21 5.69 69 66.19 6.10 (18)

 都 市 公 園 等　　合計 115 118.19 12.53 162 211.33 18.59 118 140.43 15.60 166 237.57 21.90 (1)～(18)の計
    (河川緑地4箇所を開設した場合) (115) (118.19) (12.53)(162) (211.33) (18.59) (120.3) (202.51) (22.50)(170) (545.66) (50.29)

 民　間　施　設　緑　地 120 16.10 197 32.76 120 16.10 197 32.76 (19)

 施　設　緑　地       計 235 134.29 359 244.08 238 156.53 363 270.32 (20)=(1)～(19)の計

風 致 地 区 4 139.40 10 1,366.60 139.40 1,366.60 (21)

農業振興地域・農用地区域 2,631.90 2,631.90 (22)

地域森林計画対象民有林 54.40 2,535.20 2,535 (23)
文化財で緑地として扱えるもの 69.60 73.30 73.30 (24)

その他法によるもの 24.70 1,042.50 1,043 (25)

 法によるもの 　   　計 288.10 7,649.50 288 7,650 (21)～(25)の計

　小　　　　　　 　計 288.10 7,649.50 288 7,650 (26)=(21)～(25)の計

 地域制緑地間の重複 1,181.00 1,181 (27)

 地  域  制  緑  地  計 288.10 6,468.50 288 6,469 (28)=(26)-(27)

 施設・地域制緑地間の重複 - 229.00 - 229.00 (29)

 緑　　 地　　 総　　 計 422.39 6,483.58 238 444.63 49.40 363 6,509.82 (20)+(28)-(29)

市街化区域人口 94,302 人 市街化区域人口 89,999 人

都市計画区域人口 113,679 人 都市計画区域人口 108,492 人

市街化区域面積 2,572 ha 市街化区域面積 2,572 ha

都市計画区域面積 9,828 ha 都市計画区域面積 9,828 ha

16.4 ％ 17.3 ％

都市計画区域に対する割合 66.0 ％ 都市計画区域に対する割合 66.2 ％

都市公園 12.77 ㎡／人 都市公園 15.8 ㎡／人

  都市公園等の目標水準  (河川緑地4箇所を開設した場合) (12.72) ㎡／人  (河川緑地4箇所を開設した場合) (45.00) ㎡／人

    （住民一人当たり面積） 都市公園等 18.59 ㎡／人 都市公園等 21.90 ㎡／人
 (河川緑地4箇所を開設した場合) (18.55) ㎡／人  (河川緑地4箇所を開設した場合) (51.10) ㎡／人

人                     口

整　備　量 整　備　量

都市計画区域市街化区域

整　備　量

　　　現　　　　　況　　　（平成29年） 　　　目標年次　　　　　（平成42年）

都市計画区域

面                     積

緑地率

市街化区域

市街化区域面積に対する割合 市街化区域面積に対する割合

整　備　量

 

■緑地の確保量 

緑の基本計画における目標年次（都市計画マスタープランの目標年次と整合を図り、平成 42

年と設定する）の緑地確保量を下表のように設定します。詳細は資料編を参照してください。 

〇街区公園、近隣公園、地区公園 

  ・街区公園は、82 箇所（13.85ha）とする。 

  ・近隣公園は、4 箇所（4.64ha）とする。 

  ・地区公園は、2 箇所（8.20ha）とする。 

〇総合公園 

  ・総合公園は、現状のままとする。 

〇河川緑地 

 ・河川緑地の整備確保量は現状のままとする。 
※河川緑地 4 箇所（363.50ha）を開設した場合は、下表の（ ）内の数値となる。 

     〇地域制緑地 

      ・地域制緑地は現状のままとする。 

■緑地の整備確保量総括表 

 

※現況の人口は都市計画マスタープランとの整合を図り、平成 27 年度国勢調査の値を使用しました。 
※目標年次の河川緑地の箇所数は、河川緑地区域の市街化区域面積に占める割合で表示しました。 



 

 

 

 

 

 

第９章 緑化重点地区の検討 
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 第９章 緑化重点地区の検討 

 

 ９-１ 緑化重点地区の設定 

 １. 緑化重点地区の設定 

緑化重点地区は、都市緑地保全法（現都市緑地法）において緑の基本計画に位置づけることと

されている地区であり、水と緑のうるおいと安らぎのある街の実現を目指すために、モデル地区

を指定して、都市緑化を積極的かつ重点的に推進する地区です。 

彦根市では、緑の基本計画の基本理念を「緑と歴史がおりなす風格のあるまち～彦根城を中心

に、市域をつなぐ緑の回廊づくり～」と掲げ、彦根の緑の回廊づくりにより、市域に散在する歴

史、農、川、湖、山の緑を結び・つなぐ将来像をめざしていきます。そこで、緑化の充実を図る

必要のある地区、緑化を推進することが効果的な地区として、①彦根市のシンボルとなる緑であ

る彦根城と金亀公園、2024 年の国民スポーツ大会以降に総合公園となる（仮称）彦根総合運動

公園、彦根市役所などが立地する『彦根城を中心とするエリア』、及び②都市公園の配置バランス

の面から都市計画公園の整備を予定している稲枝地域において、近年発掘された稲部遺構の保全

が求められている『稲枝駅周辺地区』の２地区を指定し、重点的な緑化を図っていきます。 

 

■緑化重点地区の選定 

緑化重点地区 

緑化の充実を図る必要のある地区、 

緑化を推進することが効果的な地区 

選定理由 
備考 

（内包する緑の資源・拠点の名称） 

① 彦根城を中心とする地区 

・市のシンボルとなる緑

（彦根城、金亀公園）

がある 

・2024 年の国民スポー

ツ大会以降に総合公

園となる（仮称）彦根

総合運動公園や彦根

市役所などが立地し

ている 

・彦根城のある金亀公園 

・2024 年の国民スポーツ大会の主会場（滋賀

県立彦根総合運動場）⇒(仮称)彦根総合運動

公園（滋賀県） 

・彦根市役所 

・彦根市河原町芹地区伝統的建造物群保存地区 

・夢京橋キャッスルロード 

・カインズモール（ショッピングゾーン） 

・JR 彦根駅、近江鉄道彦根駅 

・七曲がり仏壇街 

② 稲枝駅周辺地区 

・稲枝地区には都市計画

公園がなく、都市公園

の配置バランスの面

から地区公園の整備

を予定 

・近年発掘された稲部遺

跡の保全が求められ

ている 

・稲部遺跡（重要遺構）が発見され保全が必要 

・都市公園の整備、集いのエリアの整備 

・住まいのエリアの確保 

・駅周辺の既存市街地、聖泉大学、小学校等 
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■緑化重点地区の位置 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（参考）緑化重点地区の候補地要件 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：新編 緑の基本計画ハンドブック 

 

 

 

  

① 駅前等都市のシンボルとなる地区 

② 特に緑の少ない地区 

③ 風致地区などで都市における風致の維持・創出が特に重要な地区 

④ 避難地の面積が十分でない等防災上課題があり，緑地の確保及び市街地の緑化を行う必要性が特に高い地区 

⑤ 緑化の推進の住民意識が高い地区 

⑥ 市街地開発事業等の予定地区 

⑦ 緑地協定の締結の促進等により良好な住宅地の形成を促進する地区 

⑧ 都市公園を核として都市住民の憩いの場の創出を図る地区 

⑨ 公共施設と民有地の一体的な緑化及び景観形成により良好な環境の保全及び創出を図る地区 

⑩ ヒートアイランド現象の緩和等都市環境の改善が必要な地区 

② 稲枝駅周辺地区 

① 彦根城を中心とする地区 

Ｎ 
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 ９-２ 緑化重点地区の整備方針 

 １. 彦根城を中心とする地区 

（１）対象地区の概況 

本地区は、国宝彦根城天守閣を擁する金亀公園が立地するとともに、2024 年の国民スポーツ

大会に向けて（仮称）彦根総合運動公園（現：滋賀県立彦根運動場）の整備が進められています。

また、観光客が多く見られる「夢京橋キャッスルロード」や、「彦根市河原町芹町地区伝統的建造

物群保存地区」などが立地しています。 

（２）地区の現況 

本地区には、総合公園 2 箇所（47.98ha）、近隣公園 1 箇所（1.24ha）、街区公園 11 箇所

（1.81ha）、琵琶湖湖岸緑地 1 箇所（3.00ha）が開設されています。、 

■地域の都市公園の現況 

区    

分 
名    称 

開    設 未 開 設 
備   考 

箇所 面積 箇所 面積 

都

市

公

園 

住区基幹公園 
街区公園 11 1.81 1 0.58 

外馬場公園 0.35ha      

京町公園  0.23ha 未開設 

近隣公園 1 1.24    

都市基幹公園 総合公園 2 47.98 2 30.00 
千鳥ヶ丘公園 8.2ha       

金亀公園 21.8ha 未開設 

都市緑地 

芹川緑地 － － 1 49.20 未開設 

琵琶湖湖岸（松

原地区）緑地 
1 3.00 － －  

合    計 14 54.03 4 79.78  

 

（３）基本方針 

本市における緑の中核となる地区であり、歴史的資源や緑の拠点、鉄道駅、港、河川、公共施

設をネットワークする「緑の回廊」を整備する。緑の回廊は、既存道路や河川を基本に、新たに

整備する道路を加え歩道舗装の美装化を図るとともに、市民協働により沿道の緑化を推進します。 

■市域全体のテーマ 

 

 

■対象地区のテーマ 

 

緑と歴史がおりなす風格のあるまち 

～彦根城を中心に、市域をつなぐ緑の回廊づくり～ 

彦根城や総合運動公園を中心に、駅や港、歴史的資源、飲食・買い物拠点を結ぶ回廊づくり 
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（４）緑化方針図（彦根城を中心とする地区） 
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     凡         例 

緑化重点地区 

都市公園等 

公共施設緑地 

市街化区域界 

----------------------- 

緑の回廊（歴史・文化） 

緑の回廊（健康・レク） 

緑の回廊（街路） 

緑の回廊（水辺） 

彦根城眺望の視点場※ 

眺望確保エリア※ 

国宝彦根城天守 

育てる緑 

・（仮称）彦根総合運道公園の「緑の広場」

などを活用した緑化イベントの開催 

つくる緑 

・（仮称）彦根総合運動公園周辺に整備す

る市道の街路樹や低木植栽の整備 

つくる緑 

・（都）原松原線（21ｍ4 車線）

の彦根港までの延伸整備 

つくる緑 

・彦根城内回廊のボラード整備 

・緑の回廊沿いは、空地などを活用し

たポケットパークなどの整備 

龍潭寺 

彦根駅 

井伊神社 

城西小学校 

滋賀大学 

西中学校 

農地・農業の保全 

城北幼稚園 

城北小学校 

彦根市役所 

城東小学校 

彦根港 

(仮称)彦根総合運動公園 

大藪児童公園 

（街区公園） 

カインズ 

モール 

金城小学校 

古沢跨線橋 

大東公園 

（街区公園） 

近江高校 

外馬場公園 

（街区公園） 

天秤櫓 

京町公園 

（街区公園 未開設） 

（仮称）彦根総合運動公園 基本計画図 

清凉寺 

『緑の回廊』計画 

〇『緑の回廊』は、国宝彦根城を中核とした、歴史と一体となった緑をつ

なぐ「緑の回廊（歴史・文化）」、（仮称）彦根総合運動公園を中核とし

た、健康づくりやレクリエーションの拠点をつなぐ「緑の回廊（健康・

レクリエーション）」、千鳥ヶ丘公園（雨壺山）や佐和山を中核とした街

路樹や河辺・湖岸緑地による「緑の回廊（街路）」「緑の回廊（水辺）」

のネットワークの４種から構成します。  

〇『緑の回廊』では、歴史性を踏まえた舗装の美装化や、電線の地中化な

どを推進するとともに、沿道の公共施設緑化、民有地緑化を推進します。 

佐和山小学校 

長林稲荷 

西の丸 

佐和山城跡 

仙琳寺 

天寧寺 

育てる緑 

・芹川緑地はビオトープが形

成されており、自然とふれ

あえる場として保全・充実 

大洞弁財天 長寿院 

芹橋 

旧彦根藩松原下屋敷 

（お浜御殿） 

彦根東 

高校 

Ｎ 

松原湖橋 

金城児童公園 

（街区公園 未開設） 

矢倉川橋 

まもる緑 

・国宝彦根城を中心とする風致地区におけ

る都市環境の保全 

・彦根城の城下町にあって、多くの社寺が

立地しており、これらの緑や歴史性のあ

る建築物・建造物など市街地の潤いある

景観創出に資する緑の保全 

金城公園 

（近隣公園 未開設）

まもる緑 

・彦根市役所や彦根市立図書館など

緑化された公共施設の緑の保全 

金亀公園（総合公園）

まもる緑 

・彦根市河原町芹町伝

統的建造物群保存地

区の歴史性の保全 

玄宮楽々園 

まもる緑 

・夢京橋キャッスルロー

ドの沿道緑化の維持 

夢京橋キャッスルロード 

彦根市立図書館 

国宝彦根城 

彦根ＩＣ 

上芹橋 

駅東町北公園 

（街区公園） 

中央中学校 

育てる緑 

・来訪者をお迎えする場として、彦根駅周辺や夢京橋キャッスルロード周辺商店街に

おける「おもてなしの緑の空間」整備のルールづくり 

・緑の回廊沿いは、建て替えに合わせた生け垣など民有地緑化、フラワーポットの設

置などのもてなしの緑づくり 

・緑のアダプトプログラムの推進 

伝統的建造物群保存地区 

駅東町中央広場 

（街区公園） 

彦根口駅 

千鳥ヶ丘公園 

雨壺山風致地区 

駅東町緑地公園 

（街区公園） 

つなぐ緑 

・緑の回廊は、歴史性を踏まえた舗装の美装化 

・緑の回廊沿道の公共施設緑化、民有地緑化の推進 

・緑の回廊は、回遊性の向上に資する魅力的な街路形成 

駅東南公園 

（街区公園） 

若林公園 

（街区公園） 

近江平公園 

（街区公園） 

七曲公園 

（街区公園） 

けやきの杜公園 

（街区公園） 
金城団地公園B 

（街区公園） 

彦根ニュータウン 

第1公園A 

（街区公園） 

みどり団地第6公園

（街区公園） 

みどり団地第1公園 

（街区公園） 

エクセレントヒルズ

彦根第1公園 

（街区公園） 

みどり団地第2公園 

（街区公園） 

メイプルタウン公園 

（街区公園） 

彦根ニュータウン 

第1公園B 

（街区公園） 

みどり団地第4公園 

（街区公園） 

東山公園 

（近隣公園）

第2弁天前公園 

（街区公園） 

レインボータウン松原公園 

（街区公園） 

彦根グリーン

ハイツ公園A 

（街区公園） 

公共施設の 

緑化推進 

※彦根市景観計画より 
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 ２. 稲枝駅周辺地区 

（１）対象地区の概況 

本地区は、本市最南部の稲枝地域に位置しており、ＪＲ東海道本線の稲枝駅を中心に地域コミ

ュニティが形成されています。近年では、発見された稲部遺跡や稲部西遺跡の保全活用とあわせ、

都市計画公園の整備の検討が進められています。 

（２）地区の現況 

本地区には、街区公園 3 箇所（1.939ha）、都市緑地 3 箇所（54.34ha）が開設されていま

す。 

■地域の都市公園の現況 

 

（３）基本方針 

本地区には、都市計画公園が配置されておらず、市全体の公園配置バランスの視点から、本地

区に地域のシンボルとなる地区公園を配置することが必要です。稲枝駅周辺地区では、近年発掘

された稲部遺跡の活用も検討します。なお、市街化調整区域内における地区計画制度を活用した

まちづくりが計画されています。 

■市域全体のテーマ 

 

 

 

■対象地区のテーマ 

 

 

 

区    

分 
名    称 

開    設 未 開 設 
備   考 

箇所 面積 箇所 面積 

都

市

公

園 

住区基幹公園 街区公園 3 1.939   
 

都市緑地 

 

愛知川緑地 ― ― 1 112.5  

琵琶湖湖岸（曽根

沼）緑地 
1 30.4 － ―  

琵琶湖湖岸（柳川

～宇曽川）緑地 
1  10.0 ― ―  

琵琶湖湖岸（柳川

～新海）緑地 
1 12.0 － －  

合 計 6 54.34 1 112.5  

稲枝駅を中心に周辺のコミュニティ拠点や駅西まちづくり地区などを結ぶ緑の回廊づくり 

緑と歴史がおりなす風格のあるまち 

～彦根城を中心に、市域をつなぐ緑の回廊づくり～ 



 

 

 

９ － 6 

 

（４）稲部遺跡の保存と市道稲部本庄線 

JR 稲枝駅北側に位置する稲部遺跡は、弥生時代から古墳時代（2～4 世紀）を中心とする大規

模集落遺跡で、昭和 56 年の調査に始まり、平成 25 年の市道改良工事に伴う調査で竪穴建物や

大型建物、鉄や青銅の金属器工房などが確認されました。 

稲部遺跡の保存のため、予定されていた市道稲部本庄線の整備ルートの見直しを行い、稲部遺

跡の重要遺構部を迂回させる整備ルートに変更しました。 

 

■稲部遺跡での発掘調査説明会の様子 

  

 

 

 

 

 

 

                                資料：京都新聞ＨＰ（平成 29 年 7 月 8 日） 
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（５）緑化方針図（稲枝駅周辺地区） 

聖泉大学 

南稲部公園Ｂ 

（0.089ha） 

稲枝東小学校 

稲枝東幼稚園 
みづほ保育園 

グレーシー 

稲枝弐番館<既設> 

スギドラック 

稲枝店<既設> 

フレンドマート 

稲枝店<既設> 
ケアハウス 

きなりの郷<既設> 

レクリエーション農園<既設> 
（市民農園） 

宇曽川緑地 

        凡         例 

         緑化重点地区 

         公園エリア 

         集いのエリア 

         市街化区域界 

         第１種住居地域 

         第一種中高層住居専用地域 

         近隣商業地域 

     公園・緑地 

         河川 

         鉄道 

稲部遺跡群 

---------------------------- 

緑の回廊（歴史・文化） 

緑の回廊（街路） 

緑の回廊（水辺） 

まもる緑 

・稲部遺跡の保全 

まもる緑 
・既設レクリエーション農

園（市民農園）の保全 

500ｍ 1000ｍ 0ｍ 

つなぐ緑 

・市道稲部本庄線の整

備、緑化 

・緑の回廊づくり 

まもる緑 

・聖泉大学の緑の

維持・保全 

まもる緑 

・河川緑地の整備、保全 

つくる緑 

・都市公園（地区公園）の整備 

・まちづくり構想範囲での緑化（生垣など） 

・小学校、幼稚園、保育園の緑化 

・既存店舗の駐車場緑化 

Ｎ 



 

 

 

 

 

 

第１０章 計画の実現に向けて 
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 第 10 章 計画の実現に向けて 

 

 10-１ 実現に向けた基本的な考え方 

彦根市緑の基本計画の基本理念である「緑と歴史がおりなす風格のあるまち～彦根城を中心に、

市域をつなぐ緑の回廊づくり～」をふまえ、緑の将来像の実現を目指して、方針別の緑地の配置計

画を設定しました。ここでは、緑の基本計画の実現に向けた基本的な考え方を整理します。 

（１）緑の将来像の実現に関する基本的な考え方 

緑の基本計画は、概ね 20 年後の将来を見据えたものです。彦根市では本計画に基づき、

緑の将来像の実現を目指します。 

（２）施策の推進に関する基本的な考え方 

緑の基本計画は、緑の将来像を実現するための都市計画の決定や変更の方針などを示した

計画であり、緑関係の都市計画行政の行動指針となります。上位計画である彦根市総合計画

や彦根市都市計画マスタープランに即しながら、本計画にもとづき総合的かつ一体的な緑の

まちづくりを勧めるために的確な施策の推進を目指します。 

（３）「協働による緑のまちづくり」に関する基本的な考え方 

緑の基本計画によって、市民、事業者、専門家および行政が、緑の将来像を共有すること

で、各主体の円滑な合意形成のもとで具体的な方策を進めることを促します。彦根市では、

都市計画マスタープランでも設定されているように、市民、事業者、専門家および行政が対

等な立場で相互に特性を活かし、補い合いながら、それぞれの役割と責任を担い、知恵や力

を出し合ってまちづくりに取り組む「協働による緑のまちづくり」を目指します。 

  ※時代の変化への対応に関する基本的な考え方 

緑の基本計画は、市の現時点での実状をふまえ、将来にわたる計画を示すものであり、今

後の時代の変化などによっては、実状に適合しなくなる可能性があります。このため、社会

経済情勢の変化や総合計画等の上位計画の見直しを見極めながら、必要に応じて計画内容を

変更するなど、常に市の実状に即した計画になるよう配慮します。 
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10-２ 実現に向けた取り組み 

実現に向けた基本的な考え方に基づき、具体的な取り組みについて整理します。よりよい緑のまち

づくりを実現するためには、行政主体の取り組みに加え、市民や事業者、専門家を含めた協働の取り

組みが不可欠といえます。以下に、計画の実現に関する取り組みと、計画の推進体制、計画の進行管

理について示します。 

１.計画の実現に関する取り組み 

緑の将来像の実現に向け、市民ニーズや各施策の実施による効果を見極め、的確な取り組みに努

めます。また、これにあわせ、庁内連携体制の強化や関係機関への働きかけや、効果的な施策を実

施するために必要な財源の確保に努めます。 

２. 計画の推進体制 

彦根市緑の基本計画を推進するにあたっては、市民・事業者・専門家・行政など各主体が、基本

理念の実現に向け、連携して取り組む「協働による緑のまちづくり」の体制を構築することが必要

となります。特に、緑化重点地区では、関連する地元の自治会や活動団体との協働が重要であり、

連絡調整を密にしながら施策の推進を図っていきます。 

 ■計画の推進体制の模式図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市民 

行政事業者 

都市計画課

関連部局 

専門家 

協働 

による緑の

まちづくり
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３. 計画の進行管理 

各施策を効果的に進めるためには、各施策の進捗状況や目標達成状況を把握し改善へとつなげて

いく必要があります。 

そのため、ＰＤＣＡサイクル【計画（Ｐｌａｎ）、実施（Ｄｏ）、評価（Ｃｈｅｃｋ）、改善（Ａ

ｃｔｉｏｎ）】の考え方に基づく進行管理を行い、社会経済情勢や施策の進捗状況に応じて継続的

に計画を改善することで、緑の将来像の実現を目指します。 

評価においては、彦根市総合計画や彦根市都市計画マスタープラン等の上位・関連計画におけ

る進行管理状況を反映していくとともに、必要に応じ、関連する既存委員会などにより評価・調

整を行い、計画の継続的な改善を図っていきます。 

■ＰＤＣＡサイクルの模式図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

〈巻末資料〉 



 

 

 

資料 － 1 

 

 資料編 上位・関連計画の整理 

 

 １ 県の計画 

  １. 彦根長浜都市計画 都市計画区域の整備、開発及び保全の方針（平成 28 年 12 月） 

項    目 内    容 

目標年次 

・平成 42 年（おおむね 15 年後） 

・区域区分：平成 37 年の将来予測を基本に設定 

・具体的な事業：おおむね 10 年以内 

都市計画区域の範囲 ・彦根市：約 9,828ha 

基本理念 

〇都市機能の集約化を取り入れたまちづくり 

○暮らしの“質”を重視したまちづくり 

○多様な地域資源を活かしたまちづくり 

○既成市街地の元気を育むまちづくり 

○環境との良好な調和を図るまちづくり 

○区域内でのバランスの良い発展を支えるまちづくり 

自然的環境の整備また

は保全に関する方針 

①自然的環境の特徴と保全および整備の基本方針 

・本都市計画区域には、琵琶湖国定公園の指定を受けている琵琶湖や琵琶湖

に浮かぶ多景島、琵琶湖に流れ込む芹川や犬上川等の河川やそこに生息す

るチョウやホタル等の貴重な動植物ほか、琵琶湖と山地の間に形成された

沖積平野に広がる農地や条里集落、その中に散在的に分布する丘陵地等に

よる美しい田園環境が存在しています。 

・国宝彦根城や多くの神社仏閣などの豊富な文化財があり、歴史的環境にも

恵まれています。 

・これらの豊かな自然的環境及び歴史的環境と共生した都市づくりを進める

ため、市街地や集落内の社寺境内林や学校等公共施設の緑も含め、風致地

区制度等により自然環境を適正に保全します。 

・自然の豊かさや美しさを実感できる交流・ふれあいの空間整備を図るとと

もに、琵琶湖や河川の水辺、里山や市街地後背の山林、その間に広がる農

地等を結ぶ水と緑のネットワークの形成を図ります。 

 



 

 

 

資 － 2 

（続き） 

項    目 内    容 

自然的環境の整備また

は保全に関する方針 

・潤いのある生活環境の保持や都市景観の形成、レクリエーション需要への

対応、あるいは災害時の避難場所や救援活動の拠点の確保等を図るため、

公園・緑地の計画的な整備に努めます。 

②計画水準 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

主

要

な

緑

地

の

配

置

・

整

備

の

方

針 

①環境保全系統 

・本都市計画区域の東部に連なる山々は、本区域の骨格となり、琵琶湖の水

源となる緑地であり、今後とも保全を図るとともに、琵琶湖、芹川、犬上

川、宇曽川、愛知川等の河川緑地についても、治水計画と整合を図りなが

ら、多様な生き物が生息する豊かな水域と水域に面する水辺部一体の水・

緑景観を保全していきます。 

・彦根市の彦根山、雨壺山、大堀山、佐和山等の市街地内及び、市街地周辺

部の斜面緑地については、都市住民の身近な緑地として都市環境に寄与す

るところが大きいため、風致地区制度等により保全を図るとともに、特に

枢要な区域については都市計画公園として、保全を図ります。 

②レクリエーシ

ョン系統 

ａ）地域全体 

・本区域の有する豊かな水と緑を活かしたレクリエーションニーズや広域的

なスポーツニーズに応えるため、都市基幹公園である金亀公園・千鳥が丘

公園・荒神山公園（以上総合公園）を配置し整備を図ります。 

・琵琶湖沿い及び芹川、犬上川、宇曽川、愛知川の各河川沿いに緑地を配置・

整備するとともに、地域内の文化財や主要施設も含め、それらの公園・緑

地・施設間を結び連携の充実を図ります。 
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（続き） 

項    目 内    容 

主要な

緑地の

配置・

整備の

方針 

②レクリエーシ

ョン系統 

ｂ）市街地 

・住民にとって身近な憩いの場や安心して遊べる場として、また休息や

運動等の場として利用できる住区基幹公園を人口や土地利用の動向

及び都市施設の配置を勘案して適切に配置します。 

③ 防災系統 

滋賀県域は、琵琶湖西岸断層帯等の活動による直下型地震や南海・東南海

地震による被害が懸念されることから、防災対策を進める必要があります。

ａ）自然地域 

・水害及び土砂災害の防止のため、水源かん養機能を有する森林及び農

地等の保全を図ります。 

ｂ）市街地 

・地震、火災等の非常災害時における安全を確保するため、避難地、消

防拠点、延焼防止のための公園・緑地を適正に配置します。また、既

存の樹林地や河川については、火災延焼防止緑地として保全を図りま

す。 

④景観構成系統 

ａ）自然地域 

・琵琶湖湖岸の湖面、砂浜と一体になって広がる松並木をはじめ、市街

地後背地の山々の緑、またそれらを結ぶ彦根市市街地内を流れる芹川

のケヤキ並木と桜並木、及び周辺の田園地帯や一部丘陵地と一体にな

って琵琶湖に注ぐ河川の風景は、本都市計画区域の代表的なふるさと

景観となっており、これら原風景の保全・育成を図ります。 

ｂ）市街地 

・彦根駅、南彦根駅をはじめとする鉄道駅周辺や役所・役場、商店街周

辺など、本都市計画区域を構成する各市町を代表する顔とも言うべき

区域については、市街地整備とともに公共空地の確保と緑化に努め、

公共施設や建築物などと合わせた地域一帯の都市景観の形成に努めま

す。 

ｃ）拠点 

・彦根市の金亀公園については、本都市計画区域の核となる公園であり、

城址公園であることから、歴史的景観としての重要性を考慮した景観

形成に努めます。 
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（続き） 

項    目 内    容 

主要な

緑地の

配置・

整備の

方針 

⑤その他の

系統 

ａ）地域全体 

・本都市計画区域には、彦根城天守、千代神社本殿等の文化財をはじめ、

彦根城跡等の史跡、玄宮楽々園等の名勝等が豊富に存在し、これらと一

体になった良好な緑の空間が存在している。これらの地域では、優れた

地域資源の保全・充実を図るとともに、歴史・文化資源と水際空間を結

ぶ整備を行いネットワークの形成を図ります。 

ｂ）市街地 

・彦根市の中心市街地、各町の商店街周辺、観光資源が集積する区域など、

本都市計画区域内外から多くの人々が集まる区域については、それら観

光資源等と一体的、総合的に施設・景観整備に努めます。 
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（続き） 

項    目 内    容 

【彦根長浜都市計画区域の整備・開発・保全の方針  附図】 
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 ２ 市の計画 

 １．総合計画（基本構想：平成 23 年 3 月、後期基本計画：平成 28 年 4 月作成） 

項    目 内    容 

目標年次 平成 32 年（2020 年） 

計画人口 113,000 人  

基本構想のコンセプト 風格と魅力ある都市の創造 

基

本

計

画 

 

都市環

境基盤

の整備 

景 観 形 成

の推進 

◆歴史的景観に配慮する地区では、伝統的建造物群保存地区や地区計画

等の景観形成手法により、歴史を生かしたまとまりと緩やかな調和を

もった地域固有の良好なまちなみが形成されることをめざします。 

◆景観づくりに向けた啓発活動等を通じて、様々な地域における景観を

生かした市民のまちづくり活動の推進や意識の高揚を図ることをめ

ざします。 

 

 

 

 

 

公 園 緑 地

の整備 

◆地域防災への活用等公園の多面的な利用を考慮して都市公園の整備

や既存公園等の適切な管理運営に取り組み、市民が安全で安心して暮

らす、緑豊かなまちをめざします。 

◆公共施設の緑化については、樹種の選定等市民参画により積極的な緑

化を図るとともに、一般住宅や工場等の事業所についても緑化を推進

し、既存緑地の保全を含め、維持管理を市民と協働で取り組み良好な

都市環境の形成をめざします。 
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（続き） 

項    目 内    容 

 

環境保

全型社

会の構

築 

生 活 環

境・自然環

境 の 保 全

と創出  

◆市民、市民団体、事業者及び市が、連携・協働できる仕組みづくりと

人づくりを推進します。 

◆豊かな環境が損なわれることのないよう環境汚染を防止するととも

に、よりよい環境をつくるための取組を進め、すべての市民が住み良

いと感じられるまちをめざします。 

◆自然とのふれあいを深め、自然環境に愛着を持ち、自ら守り育てると

ともに、心身ともに健康でゆとりのある生活を営むことができるまち

をめざします。 

 

 

 

 

 

低 炭 素 社

会の構築 

◆市・市民・市民団体・事業者の各主体が、自らの責任を果たしつつ、

お互いが協力していくことを基本とした低炭素社会をめざします。ま

た、大学などの研究機関との連携を図ります。 

◆エネルギーに依存する日々の暮らしを見つめ直し、身近なところから

省エネルギーに取り組むことで、エネルギーの効率的利用をめざしま

す。 

◆再生可能エネルギーに関する技術の開発や研究などの情報を収集・発

信し、導入の促進をめざします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

資 － 8 

 

 ２．彦根市都市計画マスタープラン素案（平成 28 年 6 月作成） 

項    目 内    容 

目標年次 平成 42 年（ 2030 年） 

人口目標 目標指標： 平成 42 年（ 2030 年）に概ね 11 万 1 千人を確保する。 

公    園 

○琵琶湖沿岸の多くの都市に広く指定されている琵琶湖国定公園は、本市で

は彦根城・荒神山地区などが指定されています。これらの地区では、優れ

た自然の風景地として、その保護と適切な活用に努めます。 

○平成 36 年の国民体育大会の主会場となる滋賀県立彦根総合運動場は、滋

賀県により（仮称）彦根総合運動公園として整備されることから、本市の

金亀公園を含めた一体的な公園として大会終了後も有効利用されるよう

彦根城との歴史的・文化的な調和を図りながら、再整備を実施します。 

○主として市全域の住民が利用する都市基幹公園が、総合公園として３ヵ所

都市計画決定されています。また、主として歩いていける範囲の住民が利

用する住区基幹公園が、地区公園として１ヵ所、近隣公園として６ヵ所、

街区公園として５ヵ所都市計画決定されています。これらのうち、既存の

公園については、施設の適切な維持管理に努めるとともに、利用者二－ズ

に合った施設の改築更新を進めます。新たな公園の整備については、必要

に応じて計画の見直しを行うとともに、整備意図や整備効果を明確にし、

計画段階から地域住民に参画してもらい、利用者二－ズに合った施設整備

を検討します。 

○運動施設、水泳場やキャンプ場については、スポーツ・レクリエーション

の場、コミュニケーションの場として、多種多様な交流による地域の活性

化のために、有効活用に努めます。 

緑    地 

○湖岸や河川沿岸を緑地として９ヵ所都市計画決定されています。県や地域

住民との連携を図りながら、緑地としての維持保全に努めます。 

○自然環境に富んだ良好な自然的景観を維持するために、１０ヵ所が風致地

区に指定されています。各地区の特性に応じた保全に努めます。 

○彦根城周辺に集積する歴史・文化施設については、緑豊かな観光資源とし

ての機能の維持向上に努めます。また、社寺などについては、鎮守の森を

はじめとした緑地空間の保全に努めます。 
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（続き） 

内    容 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

項    目 内    容 

歴史文化資産の保

全等の方針 

○世界遺産暫定リストに登載されている彦根城については、「彦根市総合計

画」に基づき、世界遺産登録に向けた取組に努めます。 

Ｏ「彦根市歴史的風致維持向上計画」に基づき、歴史上価値の高い建造物お

よびその周辺の良好な市街地環境である歴史的風致を後世に伝える取組

に努めます。 

○国宝彦根城天守や重要文化財・史跡が集積する彦根城下町地区について

は、歴史的な景観の形成に向けた取組を推進します。 

○交通の要衝であったことを示す中山道をはじめとする街道については、地

域の実情を踏まえつつ、歴史の面影を残すための取組を検討します。 

○河原町芹町地区での重要伝統的建造物群保存地区の指定を契機として、そ

の他の城下町地域や中山道沿いにおいて、新規地区の指定などの検討を含

め、建造物の保全や観光振興に寄与する取組に努めます。 

 

 

公園・緑地に関する方針図 
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（続き） 

項    目 内    容 

自然的環境の保全

等の方針 

○山並み、田園、河川沿い、湖岸のいずれも、それぞれの土地が本来持つべ

き自然的環境と生物種が構成する生物多様性空間の創出に努めます。 

○琵琶湖については、多数の固有種が存在する国民的資産として、琵琶湖の

保全および再生に関する法律に基づき、保全事業の強化を図ります。 

○森林や農地などの保全については、都市計画法のみならす、森林法、農業

振興地域の整備に関する法律、自然公園法をはじめとする規制・誘導方策

の周知徹底など適切な運用に努めます。 

○農業従事者の高齢化や後継者不足などの課題を抱えていますが、市街地周

辺のまとまった農地については、農産物の供給、土に親しむレクリエーシ

ョン機能などの多面的な役割を発揮するために、安定的かつ持続的な農業

経営の確立に向けた取組に努めます。 

景観形成の方針 

Ｏ「彦根市景観条例」「彦根市屋外広告物条例」に基づき、良好な景観形成の

誘導に努めます。 

○歴史的景観ゾーンについては、歴史と伝統を語りかけ深みのある風格が漂

うまちを目指し、城下町や宿場町といった貴重な歴史資産を活かした良好

な景観形成に努めます。 

○自然的景観ゾーンについては、湖国のふるさとの風景をつくる個性ひかる

まちを目指し、琵琶湖や内湖、芹川といった豊かな地域資源を活かした良

好な景観形成に努めます。 

○沿道市街地景観ゾーンについては、新しい時代の活気あふれる魅力が感じ

られるまちを目指し、大津能登川長浜線、国道 306 号の良好な沿道景観の

形成に努めます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

歴史文化資産、自然的環境、景観形成に関する方針図
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 ３．彦根市景観計画（平成 19 年 6 月作成） 

項    目 内    容 

景観形成のテーマ 城と湖と緑のまち・美しい彦根の創造 

目指すべき景観像 

(1) 歴史と伝統を語りかけ深みのある風格が漂うまち 

(2) うるおいのある豊かな自然とともにくらすまち 

(3) 新しい時代の活気あふれる魅力が感じられるまち 

(4) くらしの心づかいが育むゆとりとふれあいのあるまち 

(5) 湖国のふるさとの風景をつくる個性ひかるまち 

計画方針 

(1) 歴史をうけつぎ、現代に生かした景観を育てます 

(2) 豊かな緑を守り、緑あふれる景観を育てます 

(3) 親しみやすい美しい水辺景観を育てます 

(4) 魅力ある市街地景観を育てます 

(5) 地形を生かした眺望景観を守り育てます 

(6) 湖国の景観を育てます 

景観形成地域 

① 琵琶湖・内湖景観形成地域 

② 朝鮮人街道・巡礼街道沿道景観形成地域 

③ 国道 305 号沿道景観形成地域 

④ 芹川河川景観形成地域 

⑤ 城下町景観形成地域 

⑥-1 山なみ景観ゾーン 

⑥-2 市街地景観ゾーン 

⑥-3 田園集落景観ゾーン 

景観重要建造物の

指定方針 

○市民に親しまれ、地域のシンボル的な存在であり、周辺の景観を先導しま

たは継承し特徴づけている建造物 

○地域の自然、歴史、文化、生活などから見て、これらの特性が形として現

れた地域固有の建造物 

○伝統的様式や技法で構成され、彦根の歴史的・文化的に価値が高いと認め

られる建造物 

景観重要樹木の指

定方針 

○市民に親しまれ周辺景観を先導しまたは継承し特徴づけている樹木 

○地域の自然、歴史文化などから見て、歴史的・文化的に価値が高いと認め

られる樹木 

○地域景観の形成に取り組む上で重要な位置にあるもの 
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内    容 
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 ４．彦根市歴史的風致維持向上計画（平成 26 年 10 月作成） 

項    目 内    容 

計画期間 平成 20 年度～平成 29 年度 

基本構想【将来都市像】 「市民がつくる 安心と躍動のまち 彦根」 
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内    容 

【重点区域の設定】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■歴史的風致形成建造物（18 棟のうちの一例）重点区域内 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①滋賀県文化財保護条例に基づく滋賀県指定文化財、 

  彦根市文化財保護条例に基づく彦根市指定文化財（13 棟） 

②文化財保護法に基づく登録有形文化財（1 棟） 

 

 

 

 

③彦根市景観条例に基づく景観重要建造物（2 棟） 

④その他保全の措置が必要な建造物（2 棟）    計 18 棟 

               

 

例：旧西郷屋敷長屋門（市指定文化財）

例：中村商家保存館（主屋・文庫蔵・酒蔵）（登録文化財） 

例：寺子屋力石（保全の措置が必要な建造物） 

例：村岸家住宅（景観重要建造物）
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 ５．第２期環境基本計画および行動計画（平成 23 年 3 月作成） 

項    目 内    容 

計画期間 平成 32 年度（2020 年） 

計画の目的 

  本市の良好な環境の保全と創出、さらには地球環境保全に向けた長期的な目

標と施策の方向性を示し、施策・事業の総合的、計画的な推進により｢彦根市環

境基本条例｣の基本理念の具現化と、諸施策の環境面における調整を図ります。

計画の目標 歴史と文化が暮らしにとけこみ 豊かな自然と共に歩む ふるさと彦根 

計画の理念 

生命
い の ち

のつながり、人とのつながりを大切にした 

営みと文化が自然にとけこみ、 

ゆたかな恵みが維持されるまちづくり 

 ① 環境に心動かす人づくり・まちづくり 

 ② 多様性を大切にする文化 

 ③ 持続可能な地域社会 

 ④ 広域的な環境保全 

《計画の基本方向と目標の体系》 
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 ６．彦根市まち・ひと・しごと創生総合戦略（平成 28 年 3 月作成） 

項    目 内    容 

計画期間 平成 27 年度（2015 年度）～平成 31 年度（2019 年度）の 5 年間 

基

本

目

標 

魅力ある安定し

た雇用が生まれ

るまちづくり 

◆産業振興や競争力の強化などに、官民が連携して取り組むことで、安定

した雇用や魅力ある雇用を創出し、多様な雇用機会の確保に努めます。

◆文化・歴史資産、農林水産物などの地域資源を活かし、観光産業を活性

化させることで、宿泊や飲食、買い物、各種サービス業等の消費の拡人

を図り、新たな雇用の創出に努めていきます。 

 

 

 

次代を担う子ど

もたちを安心し

て産み、育てるこ

とのできるまち

づくり 

◆仕事と子育てが両立できるような子育てしやすいまちづくりを進め、人

口構造を安定させ、人口減少に歯止めをかげろ土台を築いていきます。

◆時代の変化に即した教育環境の充実やふるさとに愛着や誇りを持つ子ど

もだもの健やかな育成を図っていきます。 

 

 

 

 

 

若者のチャレン

ジにより、新しい

人の流れが生ま

れるまちづくり 

◆滋賀大学・滋賀県立大学・聖泉大学、ミシガン州立大学連合日本センタ

ーが立地し、学生が多数在学していることから、学生の人材育成やスキ

ルアッブを支援し、「若者がチャレンジできるまちづくり」を進めます。

◆若者世代を対象に本市の魅力を発信し、移住を促進する什組みを構築す

るなど、本市への移住策を推進していきます。 

 

 

 

時代に合った地

域の中で、安心な

暮らしを守るま

ちづくり 

◆彦根らしい多極的なコンパクトシティの形成など、湖東定住自立圏形成

協定に基づく取組の推進など広域連携によるまちづくりを進めます。 
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（続き） 

項    目 内    容 

【各施策と主な取り組み】 
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 資料編 都市公園法等改正の整理 

 

１. 都市公園法等の一部を改正する法律案 

都市における緑地の保全及び緑化並びに都市公園の適切な管理を一層推進するとともに、都市

内の農地の計画的な保全を図ることにより、良好な都市環境の形成に資するための「都市緑地法

等の一部を改正する法律案」が平成 29 年 6 月に施行されました。（一部は平成 30 年 4 月施行） 

（１）背景 

公園、緑地等のオープンスペースは、良好な景観や環境、にぎわいの創出等、潤いのある豊か

な都市をつくる上で欠かせないものです。また、災害時の避難地としての役割も担っています。 

都市内の農地も、近年、住民が身近に自然に親しめる空間として評価が高まっています。 

このように、様々な役割を担っている都市の緑空間を、民間の知恵や活力をできる限り活かし

ながら保全・活用していくため、関係法律を一括して改正し、必要な施策を総合的に講じます。 

（２）概要 

  １）都市公園の再生・活性化（都市公園法及び都市開発資金の貸付けに関する法律関係） 

 [1] 都市公園において保育所等の社会福祉施設の占用を可能とすること 

 [2] 民間事業者による公共還元型の収益施設の設置管理制度の創設 

 [3] [2]の制度に基づく施設整備への都市開発資金の貸付け 

 [4] ＰＦＩ事業に係る公園施設の設置管理許可期間の延伸（10 年から 30 年に） 

 [5] 公園運営に関する協議会の設置 

 [6] 都市公園の維持修繕に関する技術的基準の策定 

  ２）緑地・広場の創出（都市緑地法関係） 

 [1] 市民緑地設置管理計画の認定制度の創設 

 [2] 緑地保全・緑化推進法人（緑地管理機構からの名称変更）の指定権者の見直し（知事か

ら市区町村長に）、指定対象の追加（まちづくり会社等） 

 [3] 緑の基本計画の記載事項の拡充（都市公園の管理、都市農地の保全の方針） 

  ３）都市農地の保全・活用（生産緑地法、都市計画法及び建築基準法関係） 

 [1] 生産緑地地区の一律 500 ㎡の面積要件の緩和（一律 500 ㎡から条例で引下げ可能に） 

 [2] 生産緑地地区内で直売所、農家レストラン等の設置を可能とすること 

 [3] 生産緑地の買取り申出が可能となる始期の延期（30 年経過後は 10 年ごとに延長可） 

 [4] 田園住居地域の創設（用途地域の追加）          ※資料：国土交通省 
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 資料編 地域別の都市公園現況と不足量 
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現況 目標 現況 目標

H27年 H42年 H27年 H42年

人 人 箇所 面積ha 箇所 面積ha 箇所 面積ha 箇所 面積ha 箇所 面積ha 箇所 面積ha 箇所 面積ha 箇所 面積ha ㎡/人 ㎡/人

開設 4 0.28 1 2.10 5 2.38 8.30 9.12

未開設・未整備

目標量 0.26 0.52

不足量

新規配置計画

目標整備量小計 4 0.28 1 2.10 5 2.377 8.30 9.12

開設 6 1.12 1 1.24 1 37.90 1 3.00 9 43.26 26.86 27.18

未開設・未整備 1 0.23 0.5 24.60 1.5 24.83 15.42 15.60 ・芹川緑地全体の1/2

目標量 1.59 3.18

不足量 1 0.24 2 1.94 3 2.19 1.36 1.37

新規配置計画 1 21.80 1 21.80 13.54 13.70

目標整備量小計 7 1.35 1 21.80 0.5 11.5 89.89 55.81 56.47

開設 20 2.79 1 1.20 1 4.20 1 10.08 1 3.00 24 21.27 5.90 5.93

未開設・未整備 1 0.25 1 1.10 0.7 82.80 2.7 84.15 23.34 23.45 ・犬上川緑地全体の2/3

目標量 3.59 7.18

不足量 2 0.55 2 4.88 4 5.42 1.50 1.51

新規配置計画 0 0.00 0.00 0.00

目標整備量小計 21 3.04 2 2.30 1 4.20 1 10.08 1 3.00 0.7 82.80 27 105.42 29.24 29.38

開設 19 2.68 19 2.68 2.09 2.05

未開設・未整備 1 1.40 0.5 24.60 1.5 26 20.29 19.92 ・芹川緑地全体の1/2

目標量 1.31 2.61

不足量 1 1.21 1.0 1.21 0.94 0.93

新規配置計画 2 0.44

目標整備量小計 21 3.12 1 1.40 0.5 24.60 20.5 28.68 22.38 21.98

開設 5 0.37 0.10 6 0.473 0.41 0.40

未開設・未整備 1.30 0.3 41.40 0.3 42.7 37.23 35.87 ・犬上川緑地全体の1/3

目標量 1.19 2.38

不足量 3 0.82 1 0.98 4 1.80 1.57 1.51

新規配置計画 0 0.00 0.00 0.00

目標整備量小計 5 0.37 1 1.40 0.3 41.40 6 43.17 37.64 36.27

開設 23 4.24 1 16.50 24 20.74 10.13 10.41

未開設・未整備 1 1.50 0.2 15.50 1.2 17.00 8.31 8.53 ・宇曽川緑地全体の1/5

目標量 1.99 3.98

不足量 1 2.48 1 2.48 1.21 1.25

新規配置計画

目標整備量小計 23 4.24 1 1.50 1 16.50 0.2 15.50 25 37.74 18.44 18.94

開設 3 1.94 3 52.40 6 54.34 42.37 45.26

未開設・未整備 1.8 174.60 1.8 174.6 136.13 145.43
・愛知川緑地

・宇曽川緑地は全体の4/5

目標量 1.20 2.40

不足量 1 2.40 1 2.40 1.87 2.00

新規配置計画 1 4.00 1 4.00 3.12 3.33

目標整備量小計 3 1.94 1 4.00 3 52.40 1.8 174.60 8.8 232.939 181.61 194.02

開設 80 13.42 4 4.64 1 4.20 3 64.48 5 58.4 93 145.14 12.89 13.04

未開設・未整備 2 0.48 4 5.30 4 363.50 10 369.28 32.79 33.18

小計 82 13.90 8 9.94 1 4.20 3 64.48 5 58.4 4 363.50 103 514.42 45.68 46.22

不足量 6 1.61 8 13.90 14 15.50 1.38 1.39

新規配置計画 2 0.44 1 4.00 3 4.44 0.39 0.40

目標整備量小計 84 14.34 6 8.70 2 8.20 2 26.58 1 21.80 4 55.4 4 338.90 104 540.22 47.97 48.54

１人当たり面積 1.29 0.78 0.74 2.39 1.96 4.98 30.45 48.54 － －

7. 稲枝地域 12,826 12,006

合    計
112,604 111,295

将来目標

5. 南彦根駅東地域 11,470 11,903

1

6. 河瀬地域 20,463 19,924

3. 新市街地地域 36,058 35,888

4. 彦根駅東地域 12,817 13,050

1. 鳥居本地域 2,865 2,607

2. 旧城下町地域 16,105 15,917

合計

１人当たり都市公園面積

備     考
街区公園

（目標1㎡/人）

近隣公園

（目標2㎡/人）

地区公園

（目標は設定しない）

総合公園

（目標は設定しない）

運動公園・歴史公園

（目標は設定しない）
湖岸 河川

都市緑地

地域名称

地域人口

区    分

住区基幹公園 都市基幹公園

地区公園

4. 00ha

京町公園（ 街区）

0. 23ha
彦根総合運動公園

21. 8ha

金城公園（ 近隣）

1. 1ha

河瀬公園（ 近隣）

1. 5ha

旭森公園（ 近隣）

1. 3ha

野田山公園（ 近隣）

1. 4ha

金城児童公園（ 街区）

0. 25ha

駅東町中央広場（ 街区）

駅東町緑地公園（ 街区）

計0. 44ha

《参考》地域別の都市公園現況と不足量 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
注：人口は彦根市都市計画マスタープランの地域別人口及び将来人口を使用 


